
様式第 10号 (第 6条 関係 )

南相馬市議会議長

令 和 7年 4月 14日
＼

|

会派名

代表者名

改革 クラブ

代表 渡部 一夫

り

令和 6年度政務活動費収支報告書

相馬市議会政務活動費の交付に関する条例第7条第 1項の規定に基づき、別紙のとお

和 6年度政務活動費収支報告書を提出 します。



別 紙

1 収入

令和 6年度政務活動費収支報告書

会派名 改革 クラブ

(単位 :円 )

(単位 :円 )

項 目 金 額 備 考

政 務 活 動 費 1,200,000

預  金  利  子 355

会 派 負 担 金 0

合    計 1,200,355

項 目 金 額 備 考

調査研 究費 314,700

研修費

広報費 587,163

広聴費 3,200

要請・陳情活動費

会議費

資料作成費

資料購入費

人件費

事務所費

合    計 905,063

(注 )1 備考欄 には、主たる支出の内訳 を記載す ること。

2 会計帳簿の写 し及び領収書等の証拠書類の写 しを添付す ること。

3 残 金  295, 292円

2 支 出



令和6年度 政務活動費 会計帳簿 会派名  改革クラブ

年月日 摘 要 収  入 支  出 残  高
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令和6年度 政務活動費 会計帳簿 会派名  改革クラブ

年月日 摘 要 収  入 支  出 残  高
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政務活動費 令和 6年度旅費領収明細表

改革クラブ (単位 円)

支出内容 令和 6年 11月 12日 ～ 14日  (研修視察先 :新潟県長岡市・新発田市)

氏 名

旅 費 内 訳
その他 合   計 受領印 摘   要 領収書No.等

運 賃 等 宿 泊 料

渡部 一夫 26,600 ⑬
宿泊料 (乙地方)13,300円 ×2

泊→宿泊料は南相馬市職員等
の旅費に関する条例・規則に
基づき定額支給
●鈴木貞正議員は体調不良で
欠席のため、キャンセル料
1,800円

小川 尚一 26,600 26,600 ⑭
竹野 光雄 26,600 26 600 ③
田中 京子 26,600 26,600 ←り
鈴木 貞正 1,800 1 800 輸

(お土産 ) 8,683 8,683 3か所 計8,683円 (税込)

(車借上料 ) 50,000 50,000 車 リース代 50,000円
(税込)

(燃料費) 7 800 7, 800 ガソリン代 7,800円

(駐車場代) 1 900 1,900
ホテル駐車場代1,100円 +800円

=1,900円

(高速道路使用料
金)

2,830 2,830 東 日本高速道路株式会社
770円 +2,060円 =2,830円

計 0 108,200 71,213 179,413

26,600



政務活動費 令和 6年度旅費領収明細表

改革クラブ (単位 円)

支出内容 令和7年 3月 28日 ～29日  (研修視察先 :内閣府、農水省、エネルギー庁、環境省 【東京都千代田区永田町】)

氏 名

旅 費 内 訳
その他 合   計 受領印 摘   要 領収書No.等

運 賃 等 宿 泊 料

渡部 一夫 14,800 14,800 ⑭

宿泊料 (甲 地方)14,800円 ×5

人⇒宿泊料は南相馬市職員等
の旅費に関する条例 。規則に
基づき定額支給

小川 尚一 14,800 14,800 ∩
竹野 光雄 14,800 働
田中 京子 14,800 14,800 り
鈴木 貞正 14,800 14,800 Ω

(お土産 ) 14,472
お土産代 14,472円
(@3,618円 ×4部署)

(車借上料 ) 30,000 30,000 車リース代 30,000円
(税込)

(燃料費 ) 8,175 8,175 ガソリン代 8,175円

(駐車場代) 3,700 3,700
ホテル駐車場代3,700円

(1泊 あたり3,700円 )

(高速道路使用料
金)

4,940 4,940
首都高速道路欄1,950円 +1,950

円十東 日本高速道路欄1,040円

=4,940円

計 0 74,000 61,287 135,287

14,800

14,472
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支出項目
□ 研修費

□ 広報・広聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成・購入費

□ 人件費・事務所費

調査研究費■

支出内容
調査研究 (令和6年 11月 12日 ～14日 新潟県長岡市、新
潟県新発田市)に係る手土産代

令和6年 11月 11日

支 出 額 8,683F可

金 額 / ∂ P乙

係
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会派名:改革クラブ

支出月日
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会派名:改革クラブ

領収書等添付用紙

請 求 領 収 書 RECEIPT

2024/11/13   6:23:14

No 157899

改革クラブ

0長岡
" 「

JTtテル
〒940-CX166

新潟県長岡市東坂之上町12-1
TEL 0258-33-211l FAX 0258-33-2106

様

支

■

□

□
資料作成・購入費
人件費・事務所費

□

□

研修費
広報・広聴費

出 日

支 出

´
お部屋番号

`ョ

着日‐||■ |

IRWAL DATEIIII11■

ご出発 日

DEPARTピ RE DA

人数 (日帰)

PERSON(S) qF寝

720 2024/11/12 2024/11/13 4 仏 ltl

日付 項 目 ■li l

DttRPTION
1量

,ANTITY

単価
tlNIT PRICE 雛̈

備 考

2024/11/12 駐車料金
――――――――′lヽ言十一――――――‐―

――――――ネ窓言十ると客買――――――

(内 標準税率対象)

(内 消費税)

(内 10%消 費税)

――――――κ窓フヽると客頁――――――

―――――

'自

]1言青Jk宕買―――――

登録番号 T2110001023045

1 800
800

800

800

72

72

0

800

ご署名
SIGNATURE

総 合 計
GRAND TOTAL

800円也

クーポン・前受金
COUPON・ DEPOSIT

0円

印 収

紙 入

差引請求金額
THE AMOUNT DUE

800円

項 目

令和6年 11月 12日

800円

お名前

GUEST NAME

誦
爛

狐
Ｒｓ。

人

離

係



会派名:改革クラブ

領収書等添付用紙

支

領 収 書
RECEIPT ホテルサンルー ト新潟

HOTEL SUNROUTE N‖ GATA

TEL  025-246‐ 6161   FAX  025-246-6160

https〃 wぃ・Ⅳ sunroutcniigatajp/

株式会社相鉄ホテルマネジメン ト

16金贅瑠ξ手ナ  T6020001122389お部屋番 号  お名前
R00M No

1/1

2803 准: 改革クラブ 様

支出項目

■

□

□

□

調査研究費
研修費
広報・広聴費
要請・陳情活動費

□

□

□

会議費
資料作成・購入費
人件費・事務所費

支出内容
調査研究 (令和6年 11月 12日 ～14日 新潟県長岡市、新潟県新発田市)に係る
駐車場代

支出月日 令和6年 11月 13日

1,100円

到  着   日

ARRIVAL
出 発

DEPARTURE
人数

PESON(S)
発 行 日

ISSUED
備 考
REMARKS

2024/11/13 2024/11/14 4 2024/11/13

日付

DATE
お部屋
R00M

摘 要

DESCRIPT10N
料 金

CHARGES
お預 り金
CREDITS

H/13
H/13
H/13
‖/13

11/13

H/13
H/13

2803

2803

2809
2815
2821

2803

2803

100x

食券
食券

食券

1,500x

l,500x

l,500x

l,500x

入 金

クレジッ ト

10%対象 Y7,100

1,500

1,500

1,500

1,100

6,000

総合計

TOTAL

料 金

CHARGES
お預 り金

CREDITS
ご返金額

REFUND

7,100 7,100 0

なお、お勘定には税金が加算されてお ります。
Tax are addcd to your bill

ご署 名
SIGNATURE

ご住 所
ADDRESS

会 社 名
COMPANY

ありがとうございました。またのご利用をお待ち申し上げてお ります。
Thank you fOr pattonage Vヽc look■)nvard to scn′ ing yOu again

印
紙
税
申
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付
に
つ
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横
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税
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222238-DB
2194



会派名:改革クラブ

領収書等添付用紙

支出項目

■ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報・広聴費

□ 要請口陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成・購入費

□ 人件費口事務所費

支出内容
調査研究 (令和6年 11月 12日 ～14日 新潟県長岡市、新
潟県新発田市)に係る旅費 (高速道通行料金 )

支出月日 令和6年 11月 13日

2,830F弓支 出 額

プw グ
ザ

こ利用ありがとうこさいます

NEXCO

こ千1用ありがとうごさいます

NEXCO
東Bホ

料金所では一旦停車してください。

領  ■又  書

料金所  新潟亀田

NEXCO東 日本お客きまセンター

0570-024-024
または

o3-53CS-2424

24年 11月 13日 16時 34分

車種 普通

通行料金    ¥770-
通ヽ行料金の消費税率1よ 1●

'も

です

(現金)

―入□料金所― 聖龍新発田

高速道路上で停止車両を見開きした際は

停止車両や人に注意しながら安全走行を 1

東日本高速道路株式会社

東京都千代田区霞が関3-3-2

登Si番号 :19010001095716

職番号201-018416170L

束 日 本

料金所で|ま 一旦停車してください、

領   j45と   書

料金所   聖籠新発田

NEXCO東 日本お客さまセンター

0570-024-024
または

03-5308-2424

24年 11月 13日 10時 20翁

車種 普通

通行料金  ¥2,060-
通ヽ行料金の消費税率は1096で す

(現金 )

一入E3料金所― 中之島見附

高速遭路上で停止車両を見聞きした際は

停止車両や人に注意しながら安全走行を !

東日本高速道路株式会社

東京都千代田区霞か関3-3-2

登録番号 :T9010001095716

取扱番号206-00400926-00 .



支出項目

■ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報・広聴費

□ 要請口陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成・購入費

□ 人件費口事務所費

支出内容
調査研究 (令和6年 11月 12日 ～14日 新潟県長岡市、新
潟県新発田市)に係る車借上料及びそれに係る燃料費

支出月日 令和6年 11月 14日

支 出 額

会派名:改革クラブ

領 収  証

★

但

領収書等添付用紙

57,800円

次平クラグ
ケ′、′′θ
｀
|― ス在 L`(■

様 No.

亭
び年′ノ月

ふ税率 金額(税抜・税込)

ヴ
日 上記正に領収いたしました 登録番号

"妙

峙β午区上夕「|…′-2
4えあ t八|■

~ENE‐
S

納晶煮側醜∝m
事基フリー  様M

〔10-436-014-000000-1

80DYCARDフ リー

車両番号    実車番

0110-00
レギユラ ーガソリン  P-19

38.01L              *

1記 1● 1買 |け |.唱 口IJ I日 |1書 tl・ ■ Lヽ11員
=JI

膏需響雰雷計
新潟県 新潟市 東区

竹尾前沢 585-i
TEL:025-250-2250       SS-302521

消費税額等

膵 金額 (税抜・88込)

消費税額等

/A IuSMALL
南相扁ジヤスモ…ル

納品書 (領 収書 )

登録番号:T7380001015606

ジ やスモーリし セリしフ給 )[日 所

南相馬市原町区大木戸金増]77
TEL:0244-23-2210     SS:35534

202“軍11月 14日 15:40 じシートNo 336
上 濯停

4-1'3334-000000

売上  現金

0000    *

レギユラー

10.41L
(内ガソリン税

002Э00

0165.Э

053.3

* 13-1

¥1718

¥560)

合計
(内消費税等

8611預   ¥10,000釣

消費税率10%となります。

¥1,718
¥156)
¥8,282

05 01345

:|:|::::::::::::|:



会派名:改革クラブ
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支出項目

■ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報・広聴費

□ 要請口陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成B購入費

□ 人件費・事務所費

調査研究 (令和7年 3月 28日 ～29日 内閣府、農水省、エ

ネルギー庁、環境省)に係る手土産代支出内容

支出月日 令和7年3月 27日

14,472F弓支 出 額

金 額 王/1“ メ1/1ミ

係

〔「

,



支出項目

■ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報口広聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成口購入費

□ 人件費・事務所費

支出内容
調査研究 (令和7年3月 28日 ～29日 内閣府、農水省、エ
ネルギー庁、環境省)に係る旅費 (高速道通行料金 )

支出月日 令和7年3月 27日 、28日

支 出 額 4,940円

会派名:改革クラブ

領収書等添付用紙

灯
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■首都高速道路株式会社

轟嘉|:八潮本線
11111      報 0
ごdll用 ありがとうござい諄:事

:‐‐
料金所では―旦停車してくださてヽ「

領        llX::‐ i:    ::::||||11::||||||||

2025年 113月 28

普1■
1通

【現金】,■‐||‐

収受極:■
‐1, 95

収受日時

5

日 (金 )

O円

2025年 03月 28田 1137
連続利用有効日時   ||■
2025年 03月28日 14107

1■ |‐
|    まで

奎離講騰賞7:愕鶴認葺
金所を連続利用する場合は、本書をご塁
示下さ1｀:ご塁示がない場合やT旦出ロ
を出られた場合は再度料金を頂き―ま1す 。
通行料金は消費税率10%対象です:‐

登録番号 丁201000109572■・

首都高お客さまセンタ■03-6667-5855

耳の不自由な方用F:AIX03-3249-1161

`972     1111:  11370002

■t
101゛、

J11■

●I:″ ■

い。

崎
こ利用ありがとうこさいます。

,

ゴ
ヅ牌

時

202 14139
まで

い。

日 (土)

109

12090004

一
一
３
っ

1 9

料金所では一日停車してください。

領  ■又  書

料金所   外環京葉」第二
NEXCO東 日本お客きまセンター

0570-024-024
または

03-5308-2424

25年 3月 29日 i2時 25分

車種 普通

通イ予料金    ¥l, 040-

"通
行料金の消費税率は 10%で す

(現金)

高速道路上で停止車両を見聞きした際は、

停止車両や人に注意し′な Ijlら 安全走行を |

東日本高速道路株式会社

東京都千代田区霞が関3-3-2
登録番号 ;T9010oc,lo95716

取扱番号 2012-02-00
日

2025年 03月



会派名:改革クラブ

領収書等添付用紙

支出項目

■ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報・広聴費

□ 要請口陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成口購入費

□ 人件費口事務所費

支出内容
調査研究(令和7年 3月 28日 ～29日 内閣府、農水省、エ
ネルギー庁、環境省)に係る駐車場代

支出月日 令和7年3月 29日

支 出 額 3,700R

雷門地下駐車場
台束区雷門2丁 目18番 先

T[[  03(5827)5660

領 収 証
ヌ、I事 日1寺 2025」手03月 28日 18日寺30,か

牌霧華日1寺 2025」手03月 29日  09日寺59`か

No.06-000013      う多No.08-667599

用書畔栓  (十り|° ン)    3700円

料金計       3,700円

投入現金      4,000円
釣銭額         300円

三曇馨詈Tliお】]13



会派名:改革クラブ

領収書等添付用紙

■ 調査研究費

□ 研修費

□ 広報・広聴費

□ 要請ヨ陳情活動費

国 会議費

□ 資料作成・購入費

国 人件費口事務所費

支出内容
調査研究(令和7年3月 28日 ～29国 内閣府、農水省、エネルギー
庁、環境省)に係る旅費(車借上料及びそれに係る燃料費)

支出月日 令和7年3月 29日

支 出 額 38,175F可

領  収  証 文
ヘ

様 No

内 訳
但 l 収入印紙

ヽ

現  金 .ア

年 、:1 月.,デ 日 上記正に領収いたしました
小切手

手 形 :

鶏釜1釈

ENE●5
納轟薫期目鋭ロ

鷲           様 M

6-404826-49996-000

理禽基尋
~   

実車番
0026-00

レギユラー      P-08
14.64L             *

(205円)  ¥3,000

現i「 11買 1(1■ 鳴占IJ頑
'「

書|■ マ■■ 1目 さます。

(株)宇田川コーボレーシヨン

稀 l奇釜湯il為
:21:ξ

_404826

脩
'l!|!100:|!:t::|::テ

l:;:9

謂中恒;usi員
メlメLLL

市幅副り哺 モ‐ル

ll品 書 (領 ll書 )

登:,11軒 :11‐ 580001015616

)ヽ ,」

=:…

し セJし フ給F[:所

薦「1]黙 刺 :■耳区大木戸重F増:77
Tl_:111:rに  1:3-2210     1S' 3:334

2015f」■
'l‐

li19E3 16:55 レルトトb 65.6
ユ1.、……… ……………… 1ま

4-1'3こ|li,i C,1'1)000            (1000    *

|デ111   1:1鋭

じ
:iti l'

|::).I:II L

(11尤 |,‐ しし'税

01,12)1)0

0177 )

351' こ

ヽ
`  :=-1

¥51'「 5
yl■7スヽ

~~ギ
:Li● | γ:)175

(111湾1ヨ |夕 11:

221;3 11:      ¥10,000 1イ 〕

:肖 ::壺 1'1韓 〕1るとなL」 ます。
01 02(:29

支出項、目

|:tit'
,,|:it'.

一
一

・
一
一

|●●与

:|●義 1111rll

¥47())

¥4,325



会派名:改革クラブ

領収書等添付用紙

支出項目

調査研究費

研修費

広報・広聴費

要請口陳情活動費

会議費

資料作成口購入費

人件費・事務所費

□

□

支出内容 広聴費 (会場借上料 )

支出月日 令和6年4月 8日 、7月 12日

立 螂 ― 1.600FЧ
納入通知書・領収証書

ご年度
款

所属

項

生涯学習課
会計

細節

細々節

会計名

納入場所 ひばり生涯学習センター
上記の通 り納入 しました。

◎

目 節

上記の通 り納入 して下さい。

び年■月ょ日
(納 入 者 用 )

南相馬市長 陶

一Ｔ

住 所

Lて イ
孝

様リカフ
′

金 額 らC` 円

納期限 年  月   日

摘
　
要

ひばり生涯学習センター施設使用料 /件
胞′多

(1に

'A免
2

-64:-8

198

済

印

領

納入通知書・領収証書

T

住 所

+実 孝 グηブ
ノ′ 様

◎

ご年度
会計   款

細節

細々節

会計名

納入場所

所属

項
生涯学習課

目   節
領

収

済

印

-6:7.12

ひばり生活学習センター
上記の通り納入しました。

上記の通り納入して下さい。

南オロ馬市長
陶

金 額 γ Sθ′円
納期限 年  月   日

摘
　
要

ひばり生涯学習センター施設使用料 /
件

L /9ケ   `ギ 声jメ
kヌこ)

6 年 7月  /■日
(納 入 者 用 )

□

□



会派名:改革クラブ

□

　

■

　

□

調査研究費

研修費

広報・広聴費

要請・陳情活動費

会議費

資料作成・購入費

人件費・事務所費□
支出項目

支出内容 広聴費 (会場借上料 )

支出月日 令和6年 10月 4日 、令和7年 1月 7日

1,600H支 出 額
納入通知書・領収証書

所属 生涯学習課
項   目   節

ひばり生涯学習センター
上記の通 り納入 しました。

上記の通 り納入 して下 さい。 (納 入 者 用 )

`年

/θ 月 ■ 日   南相馬市長

③

ι
会計

細節

細々節

会計名

納入場所

年度

款

一Ｔ

住 所

ιてノ〃考グ` 様

金 額 οο 円

納期限 年  月   日

摘
　
要

ひばり生涯学習センター施設使用料
LヽPJ I `lF iへ え)

件/

6.10:-4

198

納入通知書・領収証書 ◎

`年

度 所属

項

生涯学習課
会計

細節

細々節

会計名

納入場所

款

上記の通 り納入して下さい。

7年
/月 7日

目   節

らばり生涯学習センター 上記の通 り納入しました。

一Ｔ

住 所

みヌ 孝
様

クラフ
/

金 額 8θθ 円

納期限 年  月   日

摘
　
要

ひばり生涯学習センター施設使用料

餞■夕多(1ド )な ん,
/

件

7.11‐ 7

南相馬市長 蜃
(納 入 者 用 )

領収書等添付用紙

□



会派名:改革クラブ

領収書等添付用紙

□ 調査研究費

□ 研修費

■ 広報・広聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成・購入費

□ 人件費口事務所費

支出内容 広報費 (議会報告印刷、折込代)

令和6年 5月 8日支出月日

支 出 額 147,840円

ー

金 額 / ノ ≠ 7 β 争

円

ο

現  金 ゾ

小切手

振  込

相 殺

取扱者印

‐
短ヽ

N9 003375

E

‐

輔 隊尊,ぅ ガ様

劇勒 り鶴造へ 有限会社

T23800

領  収  書

令和 ι年 よ月3 日

(内消費税 ノま辞参f)一―

福島県南相馬

029262

但しめ器印剣べ、専
“
^ベ

上記の金額土に領収致しました。

TEL(
FAX(
登録番号

91
04

支出項目



会派名:改革クラブ

領収書等添付用紙

□ 調査研究費

□ 研修費

■ 広報口広聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成B購入費

□ 人件費・事務所費
支出項目

広報費 (議会報告印刷代)支出内容

支出月日 令和6年8月 2日

82,203FЧ支 出 額

金 額
移 2 つ

多

円

3

現  金

小切手

振  込

相 殺

取扱者印

但し蠍

様

登録番号 :T2J80 02029262

閣像から副燈へ 有限会社

91
04

N9 003561

領  収  書

令和 多 年 月  鞠

上記の金額正に領収致しました。

福島県南相馬

移矢囁
二、11.I:iIIIず 11

1         1

1  11:||:|

手4イヘ

TEL(
FAX(

○

○

θ

(中

ブ
｀



I

領収書等添付用紙

支出項目

□ 調査研究費

□ 研修費

■ 広報口広聴費

□ 要請口陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成口購入費

□ 人件費・事務所費

支出内容 広報費 (折込代)

支出月日 令和6年8月 2日

支 出 額 64,713円

金 額
―‐
ｙ

´
― ∠イ ηノ

円

3

現  金

小切手

振  込

相 殺

取扱者印

も
　

，

N9 003562

，
　

■

(内消費税 も
´
ら
｀
F 円)

様

福島

領  収  書

令和∠ 年 3月 ユ日

上記の金額正に領収致しました。

登録番号 :T2 29262

0う

但しずれ立′オリ
|

燿麟から創造へ 有限会社

TEL
FAX

91
04

会派名:改革クラブ

◎

Φ



会派名:改革クラブ

領収書等添付用紙

支出項目

□ 調査研究費

□ 研修費

■ 広報・広聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成由購入費

□ 人件費・事務所費

支出内容 広報費 (議会報告印刷、折込代)

令和6年 11月 7日支出月日

支 出 額 146,916H

金 額 / る /

円

ノ
６

現  金 レ

小切手

振  込

相 殺

取
愁
者印

以

・`
ハ

ノヽ `

N9 003752

三
」
轟

画像から創造へ 有限会社

様,)

領  収  書

く内消費税=よ通と卑卑____

令和 ` 年 ノ/月 7日

上記の金額正に領収致しました。

登録番号 :T2

福島県南相馬

TEL(
FAX

29262

91
04

し

但し/>撃
『

疼バ拝暉颯ごヽイくa2

/

“

′



会派名:改革クラブ

領収書等添付用紙

□ 調査研究費

□ 研修費

■ 広報・広聴費

□ 要請・陳情活動費

□ 会議費

□ 資料作成口購入費

□ 人件費・事務所費

広報費 (議会報告印刷、折込代)支出内容

支出月日 令和7年2月 18日

支 出 額 145,491 Fl

「
り
／

円

′／
′

′／
）
イ
ヽ
「

／

′
次 ∫

た
ヘ

金 額

現  金

小切手

振  込

本目  榮え

NQ 003818

費税/1:11円 )

T2

さ、
K

(

但 し ■1着試 :ヽし

二 。う 様

F

領  収  書

T

上記の金額正に領収致しました。

福島県南相馬

2029262

想像から創造へ 有限会社

91
04

◎

参

‐１
１
‘
■
■
一
■
薔
鰤
鶴
■
■
■

支出項目

取扱者印

「

１

ヨL

令和 R年 ■月,2 日  i

‐‐
「



(1) 南相馬市議会会派『改革クラブ』議会報告 2024年 5月 5日

代
表
　
渡
部
　
い
っ
ぷ

２
０
２
４
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
入
学
、
新
社
会
人
の
皆
様
に
は
、

希
望
と
不
安
の
入
り
混
じ
る
思
い
と
は
あ
り
ま
す
が
、
前
を
向
い
て
未
知
の
世
界

を
歩
ん
で
行

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
す
。

一
方
で
、
２
０
２
４
年
度
の
本
市
に
お
け
る
当
初
予
算
を
審
査
す
る
３
月
議
会

で
は
、
皆
さ
ん
が
納
入
さ
れ
て
い
る
税
金
と
の
関
連
性
を
考
え
ま
す
と
、
審
査
し

て
い
る
私
た
ち
の
力
量
が
問
わ
れ
て
い
る
と
率
直
に
思
い
ま
す
。
議
会
の
流
れ
と

し
て
は
、
執
行
部
か
ら
議
案

（予
算
）
提
起
が
あ
り
、
会
派
で
の
勉
強
会
を
行
い
、

一
般
質
問
及
び
議
案
質
疑
を
通
告
し
併
せ
て
、
議
案
質
疑
か
ら

一
般
質
問
、
委
員

会
審
査
を
経
て
、
各
分
科
会
長

・
各
常
任
委
員
長
報
告
に
対
す
る
質
疑
が
あ
り
、

議
案
の
条
例

・
予
算
、
そ
の
他
に
対
し
議
決
す
る

一
連
の
流
れ
と
な
り
ま
す
。
そ

こ
で
求
め
ら
れ
る
の
は
、
各
課
題
に
対
す
る
内
容
の
把
握
で
あ
り
、
市
民
の
生
活

と
の
か
か
わ
り
に
対
す
る
認
識
と
い
え
ま
す
。
ま
さ
に
物
事
の
良
し
悪
し
を
判
断

し
、
審
査
す
る
議
員
の
力
量
と
考
え
る
か
ら
で
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
３
月
議
会
の
報
告
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
ご
意
見
や
ご

要
望
等
を
お
聞
か
せ
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
第
１
回

南
馬
市
議
会
３
月
定
例
会

「園
芸
作
物
集
出
荷
団
地
整
備
事
業
」
予
算

額
３
億
１
６
４
９
万
円
を
削
除
す
る
修
正
案
。

（提
案
理
由
の
説
明
）

小
川
　
尚

一

令
和
４
年
度
に
は
事
業
費
は
約
３３
億
円
と
の

説
明
が
あ
り
、
令
和
５
年
度
に
は
４８
億
円
余
り

で
あ
っ
た
も
の
が
、
今
般
令
和
６
年
度
は
７‐
億

円
と
な
っ
て
お
り
更
に
膨
ら
む
可
能
性
も
あ
る
。

今
年
度
予
算
は
、
そ
の
整
備
事
業
費
の
一
部
だ

が
、
施
設
は
運
営
会
社
に
無
償
で
貸
与
と
な
っ

て
い
る
。
運
営
事
業
者
は
確
定
し
て
い
な
い
た

め
、持
続
可
能
な
経
営
が
可
能
か
不
明
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
施
設
は
、
耐
用
年
数
終
了
後
に
は
、

同
施
設
を
運
営
事
業
者
で
新
た
に
整
備
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
収

益
の
一
部
を
毎
年
利
益
留
保
し
積
立
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
経
営
に
不
安
を
感

じ
る
こ
と
か
ら
見
直
す
べ
き
。
（要
約
）

２
つ
目
は
、
教
育
費
の
う
ち

「
中
学
生
海
外
研
修
事
業
」
の
予
算
額

令
和
６
年
度
第
１
回
定
例
会
３
月
議
会

は
、
２
月
２８
曰
よ
り
３
月
２６
日
ま
で
の
２８
日

間
開
催
さ
れ
、
議
案
５３
件

（条
例
関
係
２‐

件
、
予
算
関
係
２５
件
、
人
事
５
件
、
そ
の
他
２

件
）、
報
告
１
件
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で

原
案
の
通
り
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
令
和

６
年
度

一
般
会
計
予
算
額
は
歳
入
歳
出
総
額

４
３
６
億
４
８
４
５
万
円
と
な
り
ま
す
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会
に
於
い
て
は
、
３
つ

の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

１
つ
目
は
、
農
林
水
産
費
の
う
ち

一一
一
■

初
予
算
審
査

発行 :改革クラフ

〒975‐ lX107

南相馬市原0」区南町1132

１
９
５
３
万
円
を
削
除
す
る
修
正
案
。

（提
案
理
由
の
説
明
）

小
川
　
尚

一

こ
れ
ま
で
実
証
事
業
も
含
め
２
度
の
事
業
が

行
わ
れ
た
が
、
常
に
募
集
人
員
を
下
回
る
状
況

で
あ
る
。
更
に
目
的
地
に
お
い
て
は
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
２
カ
所
と
な
っ
て

お
り
、
内
容
に
つ
い
て
も
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
と
ホ

テ
ル
住
ま
い
な
ど
曰
数
な
ど
も
異
な
っ
て
お

り
、
明
確
な
事
業
方
針
、
目
標
が
定
ま
っ
て
い

な
い
。
な
ど
、
問
題
点
が
多
々
見
え
る
こ
と
か

ら
見
直
す
こ
と
を
求
め
る
。
（要
約
）

３
つ
目
は
、
総
務
費
の
う
ち

「
ス
キ
ツ
ト
千
倉
高
齢
者
利
用
促
進
事
業
」

予
算
額
１
８
０
万
円
を
削
除
す
る
修
正
案
。

（提
案
理
由
の
説
明
）

岡
崎
　
義
典

高
齢
者
の
利
用
を
促
進
す
る
た
め
、
試
行
事

業
を
延
長
し
市
が
利
用
料
金
の
６
割
を
負
担
す

る
も
の
だ
が
、
本
来
公
共
施
設
の
利
用
は
受
益

者
負
担
が
原
則
で
あ
る
。
早
急
に
条
例
改
正
案

を
提
出
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
（要
約
）

討
論
が
あ
り

（紙
面
の
都
合
上
詳
し
く
は
、

議
会
だ
よ
り
を
参
照
く
だ
さ
い
）、

い
ず
れ
も
修
正
案
賛
成
少
数
で
、
原
案
可
決
。

人
事
案
件
の
う
ち
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
、
討
論
が
あ
り

（詳
し
く
は

「議
会
だ
よ
り
」
参
照
）

投
票
の
結
果
、
賛
成
１４
名
、
反
対
７
名
の
賛
成

多
数
で
同
意
。

議
会
最
終
日
に
於
い
て
、
左
記
の
修
正
案
が

提
出
さ
れ
、
全
会
一致
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

政
治
資
金
規
正
法
違
反
疑
惑
の
徹
底
解

明
と
同
法
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書

自
由
民
主
党
の
派
閥
が
、
政
治
資
金
パ
ー

テ
イ
に
係
る
収
入
の
一
部
を
キ
ッ
ク
パ
ッ
ク
と

称
し
裏
金
と
な
っ
て
お
り
、
収
支
報
告
書
に
記

載
し
て
い
な
か
っ
た
問
題
に
つ
い
て
政
治
資
金

規
正
法
違
反
の
疑
い
が
強
く
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

政
治
資
金
規
正
法
は
、
政
治
活
動
が
国
民
の

不
断
の
監
視
と
批
判
の
下
に
行
わ
れ
る
よ
う
に

す
る
た
め
、政
治
資
金
の
収
支
を
全
て
公
開
し
、

公
明
校
正
な
政
治
活
動
の
確
保
、
民
主
政
治
の

健
全
な
発
達
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、

国
民
に
対
し
政
治
活
動
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
を
本
旨
と
し
て
い
る
。
今
般
の
件
は
、

同
法
に
抵
触
す
る
も
の
で
あ
り
、
政
治
へ
の
国

民
の
信
頼
を
著
し
く
損
ね
る
行
為
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
、
高
ま
る
国
民
の
政

治
不
信
を
払
拭
す
る
た
め
、
今
回
の
疑
惑
の
全

容
が
解
明
さ
れ
る
よ
う
、
政
治
的
責
任
に
お
い

て
、
関
係
当
局
の
調
査
に
全
面
協
力
す
る
と
と

も
に
、
国
民
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
こ
と
。

ま
た
、
政
治
資
金
規
正
法
を
改
正
し
、
会
計
責

任
に
お
い
て
は
そ
の
政
治
団
体
と
関
係
す
る
政

治
家
に
つ
い
て
は
連
座
制
を
導
入
し
、
そ
の
責

任
と
態
度
を
明
確
に
す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

委

員
会
報
告

南
相
馬
市
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

【質
問
】
こ
れ
ま
で
単
年
度
こ
と
に
条
例
改
正

し
た
も
の
を
、
今
回
は
令
和
８
年
度
ま
で
の
３

年
間
を
提
案
し
て
い
る
が
、
３
年
間
と
い
う
時

限
立
法
で
な
く
、
子
育
て
支
援
を
南
相
馬
市
が

約
束
し
て
い
る
内
容
に
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た

か
伺
う
。

【答
弁
】
恒
久
的
な
制
度
の
検
討
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
、
国
民
健
康
保
険
制
度
の
福
島
県
の
保
険

料
統

一
を
令
和
十

一
年
と
い
う
こ
と
で
予
定
し

て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
市
独
自
の
制
度
に
つ
い

て
は
財
源
を
勘
案
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
。
そ

し
て
、
時
限
と
し
て
令
和
８
年
度
ま
で
と
附
則

で
規
定
は
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
際
に
改
め

て
３
年
間
の
審
査
等
を
受
け
て
、
財
源
等
も
加

味
し
て
延
長
す
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
た
い
と

い
う
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
こ
の
よ
う
に
３
年
に

し
て
い
る
。

一日
議
経
澤
常
仁
委
一

‐員‐
会

【質
問
】
園
芸
作
物
集
出
荷
団
地
整
備
事
業
で

１
番
の
要
因
は
資
材
の
高
騰
で
は
あ
る
が
、
事

業

費

が

３３
億

円

か

ら

４８

億

円
、

４８
億

円

か

ら

８。
億
円
、
施
設

の
見
直
し

で
７‐
億

円
と
な

っ
た
。

こ
れ
だ
け
建
設
費
が
高
騰
し

て
い
る
中

で
、
こ

の
施
設
を
利
用
し

て
使

っ
て
い
た
だ
く

こ
と
に

影
響
は
無

い
の
か
伺
う
。

一答
弁

】
施

設

の
利

用
計

画
に

つ
い

て
、
先

ほ

ど
来
事
業
が

目
的

で
は
な
く
手
段

で
、
大
き
な

目
的
は
別
に
あ
る
の
で
は
と

い
う
意
見
が

た
く

さ
ん
出
さ
れ

て
い
る
が

、
本
事
業

に
お

い
て
も
、

そ
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
。
八
―
ド
整
備

に

つ

い
て
は
や

は
り
手

段

の

一
つ
と

い
う

こ
と

で
、

今
後

の
大
き
な
目
的
と
し
て
は
、
農
業

の
振
興

で
あ
り
、
担

い
手

の
確
保
や
作
物

の
振
興
な
ど

課
題
も
山
積

み
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ

れ
ら

の
課
題
を

一
つ

一
つ
解
決
し
、
さ
ら
に
時

代
の
変
化
と
と
も
に
新
た
に
出

て
る
課
題
、
そ

れ
ら
を
解
消
し
な
が

ら
、
施
設
を
最
大
限
活
用

で
き
る
よ
う
、
農
業
振
興
に
努
め

て
い
く
考
え

で
あ
る
。

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
教
育
研
究
事
業

【質
問
】
保
護
者
・
地
域
へ
の
説
明
会
の
実
施

と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。
ま
た
、

モ
デ
ル
地
区
を
つ
く
り
実
施
す
る
の
か
伺
う
。

【答
弁
】
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
を
本
旨
に
導
入
す

る
に
あ
た
り
、
地
域
や
保
護
者
、
市
民
の
理
解

が
大
事
と
考
え
る
。
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
教
育
と

聞
い
て
も
、
馴
染
み
も
な
く
何
を
や
る
の
か
、

ど
う
い
う
も
の
か
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
。
そ
の

為
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
よ
う
な
形
で
実
際
に
導
入

し
て
い
る
学
校
や
機
構
の
方
に
来
て
い
た
だ

き
、
市
民
の
皆
様
に
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
教
育
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
る
。

「改
革
ク
ラ
ブ
」
意
見
交
換
会
の
ご
案
内

恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
毎
議
会
終
了
後
の
会
派

報
告
会
を
、
左
記
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

議
会
の
報
告
と
南
相
馬
市
の
現
状
、
更
に
市
民

の
皆
様
の
意
見
・
要
望
を
お
聞
き
す
る
意
見
交
換

の
場
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
こ
参
加
く

だ
さ
い
。

○
日
　
時
　
５
月
１２
日
日
　
午
後
２
時

○
会
　
場
　
ひ
ば
り
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

一　
　̈
　
　
　
　
　
　
　
　
´
一　
一
一　
　
　
一
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原
発
事
故
に
伴
う
冷
却
水
の

放
出
に
つ
い
て

渡
部
　
い
っ
ぶ

ａ
④
５
４
５
６

【質
問
】
岸
田
首
相
は

「た
と
え
数
十
年
に
わ

た
っ
て
も
国
が
全
責
任
を
持
っ
て
対
応
す
る
」

と
述
べ
て
い
る
が
、
そ
の
根
拠
を
ど
の
よ
う
に

認
識
す
れ
ば
い
い
の
か
伺
う
。

【答
弁
】
岸
田
総
理
大
臣
が
、
政
府
と
し
て
全

責
任
を
持
っ
て
対
応
す
る
と
述
べ
て
い
る
と
お

り
、
根
拠
の
有
無
と
し
て
で
は
な
く
、
発
言
さ

れ
た
事
実
と
発
言
を
踏
ま
え
た
実
行
の
責
務
、

こ
れ
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。　
一
国
の
首

相
と
し
て
の
責
務
と
覚
悟
と
捉
え
て
い
る
。

【質
問
】
政
府
や
東
電
の
人
事
は
数
年
で
変
わ

る
が
、
ど
う
や
っ
て
責
任
を
取
る
の
か
と
い
う

課
題
に
、
政
府
は
ど
う
応
え
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
。
ま
た
、
ど
う
い
う
考
え
方
に
基
づ
き
な

が
ら
こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
か
、

併
せ
て
尋
ね
て
お
き
た
い
。

【答
弁
】
政
府
が
関
係
閣
僚
会
議
に
お
い
て
決
定

し
た
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
処
理
水
の
処
分
に
関
す
る
基
本

方
針
の
実
行
と
今
後
の
取
組
を
踏
ま
え
て
、
国

と
東
京
電
力
が
実
施
す
る
安
全
確
保
の
取
組
に

つ
い
て
、
国
際
専
門
家
を
含
む
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
タ
ス

ク
フ
オ
ー
ス
が
海
洋
放
出
前
、
中
、
後
と
継
続

的
に
レ
ビ
ュ
ー
を
実
施
す
る
こ
と
で
、
第
三
者

が
安
全
性
を
徹
底
的
に
確
認
す
る
こ
と
。
そ
れ

か
ら
強
化
拡
充
し
た
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
に

加
え
、
関
係
機
関
の
測
定
結
果
を
ま
と
め
た
分

か
り
や
す
い
ウ
ェ
フ
サ
イ
ト
の
運
用
を
は
じ
め
、

国
内
外
へ
の
透
明
性
を
高
く
情
報
発
信
す
る
な

ど
、
不
断
の
見
直
し
を
図
り
な
が
ら
、
継
続
を

し
た
取
組
が
実
行
さ
れ
る
べ
き
と
捉
え
て
い
る
。

申
し
添
え
て
お
く
が
、
汚
染
水
の
安
全
性
を

め
ぐ
っ
て
は
、
必
ず
し
も
安
全
だ
と
言
う
方
た

ち
だ
け
で
は
な
く
、
学
者
の
中
に
は
、
ど
う
も

違
う
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
学
者
も
い
る
。
そ

こ
で
、　
一
人

一
人
の
市
民
が
判
断
で
き
る
よ
う

な
資
料
も
、
併
せ
て
提
供
す
る
対
応
を
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
申
し
添
え
て
お
く
。

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ツ
プ
の

取
り
組
み
は

小
川
　
尚

一

公
②
ｌ
２
７
８

女
性
活
躍
推
進
に
つ
い
て

【質
問
】
世
界
経
済
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
お
い
て
、

２
０
２
３
年
の
各
国
に
お
け
る
男
女
格
差
を
測

る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ツ
プ
を
発
表
し
た
。
経

済

・
教
育

。
医
療
。
政
治
の
４
つ
の
分
野
の

デ
ー
タ
か
ら
作
成
さ
れ
て
い
る
。
日
本
の
順
位

は
１
４
６
ヶ
国
中
１
２
５
位
で
あ
る
。
教
育
は

４７
位
で
、
特
に
経
済
は
１
２
３
位
。
政
治
は

１
３
８
位
で
あ
る
。

一
方
、
国
に
お
い
て
女
性
版
骨
太
の
方
針

２
０
２
３
が
示
さ
れ
た
。
女
性
活
躍
推
進
法
で

は
、
２
０
１
６
年
６
月
か
ら
施
行
さ
れ
、
労
働

者
数
３
０
１
人
以
上
の
事
業
所
に
女
性
が
活
躍

で
き
る
行
動
計
画
の
策
定
、
公
表
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
が
、
市
役
所
の
取
組
に
つ
い
て
伺

う
。

【答
弁
】
女
性
活
躍
推
進
法
及
び
次
世
代
育
成

支
援
対
策
推
進
法
に
お
い
て
、
定
め
る
目
的
を

達
成
す
る
た
め
、　
一
定
規
模
以
上
の
民
間
事
業

主
は

一
般
事
業
主
行
動
計
画
を
、
国
や
地
方
公

共
団
体
に
あ
っ
て
は
特
定
事
業
主
行
動
計
画
を

策
定
し
、
具
体
的
な
目
標
や
取
り
組
み
を
定
め

る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
市
で
は
、
平
成
２８
年

に
は
女
性
活
躍
推
進
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
令
和
３
年
度
を
初
年
度
と
す
る
第
４
期
南

相
馬
市
特
定
事
業
主
行
動
計
画
を
、
令
和
３
年

３
月
に
策
定
し
て
い
る
。

【質
問
】
女
性
管
理
職
の
割
合
に
つ
い
て
、
市

役
所
に
お
け
る
女
性
管
理
職
割
合
の
現
状
と
目

標
に
つ
い
て
伺
う
。

一答
弁
】
女
性
職
員
が
そ
の
能
力
を

一
層
発
揮

で
き
る
よ
う
、
管
理
職
等
へ
の
登
用
促
進
、
育

成
に
努
め
て
お
り
、
令
和
７
年
度
に
お
け
る

一

般
行
政
職
の
係
長
職
以
上
の
女
性
職
員
の
占
め

る
割
合
を
３３
％
以
上
と
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

現
状
で
は
、
令
和
５
年
４
月
「
日
現
在
で
２‐

９
％
と
な
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
一

令
和
６
年
度
よ
り
の
施
策

竹
野
　
光
雄

８
０
８
０

令
和
６
年
度
は
、
７
つ
の
政
策
の
柱
に
基
づ

く
事
業
を
実
施
し
て
行
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
復
興
事
業
に
つ
い
て
、
小
高
区
内
旧
鳩

原
幼
稚
舎
を
核
と
し
た
近
隣
ほ
場
で
の
農
業
学

校
が
開
校
し
ま
し
た
。
次
に
、
賑
わ
い
を
創
り

人
が
集
い
、
子
育
て
世
代
が
ワ
ク
ワ
ク
す
る
施

設
整
備
と
し
て
原
町
区
の
高
見
公
園
を
エ
リ
ア

と
し
進
め
て
行
く
。
そ
し
て
、
鹿
島
区
で
は
セ

デ
ッ
テ
か
し
ま
を
中
心
と
し
た
周
辺
開
発
に

よ
っ
て
市
民
や
観
光
客
で
賑
わ
う
姿
に
す
る
ベ

き
施
策
を
進
め
て
行
く
計
画
で
あ
り
ま
す
。

今
後
の
政
策
の
柱

一
、
教
育

・
学
び

教
育
水
準
の
向
上
と
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ

自
然

・
歴
史

・
伝
統
を
生
か
し
た
教
育
に
よ
り

子
ど
も
の
未
来
を
切
り
拓
く
力
を
高
め
ま
す
。

二
、
子
ど
も
。
子
育
て

出
会
い
か
ら
結
婚
支
援
や
子
育
て
対
策
、
安

心
し
て
子
ど
も
を
産
み
育
て
充
実
し
た
子
育
て

が
出
来
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

三
、
健
康
。
医
療
。
福
祉

高
齢
者
や
障
害
者
等
が
安
心
し
て
暮
ら
し
健

康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

四
、
産
業
。
し
こ
と
づ
く
り
・
移
住
定
住

地
元
企
業
の
発
展
を
支
え
る
と
と
も
に
福
島

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
の
６
分
野

な
ど
の
就
業
機
会
の
創
出
を
図
り
ま
す
。

五
、
都
市
基
盤
・
環
境
・
防
災

災
害
に
迅
速
に
対
応
す
る
安
心
、
安
全
で
住

み
や
す
い
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

六
、
地
域
活
動
・
行
財
政

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
が
求
め
ら
れ
市
民

一人
ひ
と
り
が
活
躍
出
来
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

七
、
原
子
力
災
害
復
興

子
ど
も
や
若
者
が
中
心
と
し
た
人
□
減
少
に

加
え
、
不
足
す
る
医
療

・
福
祉
分
野
等
の
人
材

確
保
に
取
り
組
み
ま
す
。

５

５

６

８

９

７

５

５

希
望
す
る
ま
ち
づ
く
り

田
中
　
一宗
子

８
０
８
０

４
月
に
入
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
希
望
の
道
へ
と

ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
み
な
さ
ま
、
お
め
で
と
う
こ

ざ
い
ま
す
。
又
、
本
年
の

「野
馬
追
」
は
５
月

に
開
催
さ
れ
る
事
で
例
年
と
は
違
っ
た
環
境
や

風
景
が
写
し
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
無
事
故
と

大
成
功
を
祈
り
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
私
が
予
て
よ
り

「女
性
が
輝
く
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
考
え
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
が
思
う
様
に
は
進
ま
ぬ
中
で
、
こ
の
３
月
議

会
で

「男
女
共
同
参
画
」
の

一
環
と
し
た
取
り

組
み
と
し
て
、
輝
く
女
性
育
成
事
業

（仮
称
）

が
掲
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

政
治
は
身
近
に
あ
る
も
の
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

価
値
観
の
違
い
等
も
あ
る
中
で
、
多
分
野
に
渡

り
多
く
の
若
い
女
性
増
の
方
々
へ
の
チ
ャ
ン
ス

と
捉
え
て
お
り
ま
す
。
是
非
多
く
の
方
が
自
分

磨
き
に
参
加
さ
れ
、
共
に
高
め
合
い
又
共
感
力

が
生
ま
れ
、
心
豊
か
な
人
づ
く
り
に
裾
の
が
広

が
り

「男
女
共
同
参
画
」
の
更
な
る
強
い

一
歩

に
成
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
て

今
、
南
相
馬
市
の
農
業
政
策
と
し
て
多
方
面

的
に
積
極
的
に
動
き
始
め
て
い
る
と
捉
え
て
お

り
ま
す
。
基
幹
的
農
業
従
事
者
は
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。
令
和
２
年
６５
歳
以
上
の
基
幹
的
農

業
従
事
者
数
は
、

７。
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

持
続
的
に
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
若
年
層

の
農
業
従
事
者
の
確
保
が
不
可
欠
で
す
。
更
に

は
安
定
し
た
経
営
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

本
市
に
お
い
て
は
、
今
後
地
域
資
源
を
活
用

す
る
中
に
お
い
て
、
様
々
な
分
野
に
お
け
る
南

相
馬
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
す
こ
と
も
、
視
野
に

入
れ
て
取
り
組
む
こ
と
も
必
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。
こ
の
こ
と
が
販
路
拡
大
や
若
年
層
の
農

業
従
事
者
の
増
加
と
な
る
要
因
の

一
つ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
若
い
力
を
、
農
業
分
野
の
特
色

あ
る
農
産
物
の
推
進
に
努
め
る
時
と
考
え
ま
す
。

１

８

３

４

２

６

０

３

不
登
校
の
体
験
男
女
３
人
が

語
る
思
い

鈴
木
　
貞
正

ａ
⑩
３
５
９
２

福
島
県
内
で
不
登
校
を
経
験
し
た
当
事
者
が

当
時
を
振
り
返
る
不
登
校
体
験
者
の
話
を
聴
く

会
が
、
福
島
市
の
県
青
少
年
開
館
で
開
か
れ
た

よ
う
で
す
。
現
在
は
会
社
員
や
大
学
生
に
な
っ

た
経
験
者
男
女
３
人
が
登
壇
し
、
不
登
校
児
を

も
つ
親
や
学
校
関
係
者
ら
が
、
熱
心
に
話
を
間

い
て
い
ま
し
た
。
生
の
悩
み
の
声
を
届
け
た
い

と
、
市
内
で

「フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
ビ
ー
ン
ズ
ふ

く
し
ま
」
を
運
営
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
企
画
し

ま
し
た
。

３
人
の
う
ち
、
女
子
大
学
生
は
、
中
学
の
部

活
で
人
間
関
係
が
う
ま
く
い
か
ず
、
消
え
て
し

ま
い
た
い
と
告
白
。
ま
た
、
自
然
体
で
過
こ
せ

る
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
う
中
で
自
分
を
受
け

入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
中
学

校
の
頃
に
不
登
校
を
経
験
し
た
大
学
生
は
、
不

登
校
を
悪
い
こ
と
だ
と
思
わ
な
い
で
ほ
し
い
。

そ
し
て
、
自
分
た
ち
の
よ
う
に
頑
張
れ
る
時
が

来
る
ま
で
、
子
供
を
信
じ
て
あ
げ
て
と
涙
な
が

ら
訴
え
る
新
間
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
、
学
校
は
児
童
生
徒
に
と
っ
て
心
の
居

場
所
、
つ
ま
り

一
人
ひ
と
り
の
児
童
生
徒
が
か

け
が
え
の
な
い
存
在
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る

場
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
ま
す
。
さ
ら

に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
と
の
協
働
の
活
動
や
、

体
験
を
通
し
て
社
会
性
を
身
に
付
け
る
絆
づ
く

り
の
場
で
あ
る
こ
と
も
、
求
め
ら
れ
る
と
も

思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

学
ぶ
喜
び
が
実
感
で
き
る
場
で
も
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

学
校
教
育
は
社
会
協
働
の
営
み
で
す
。
子
ど

も
が
こ
の
世
に
誕
生
し
、
成
長
発
達
し
て
大
人

に
な
る
課
程
を
考
え
る
と
、
ま
ず
は
家
庭
が
、

そ
し
て
、
地
域
社
会
が
力
強
く
な
る
必
要
が
不

可
欠
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
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こ
れ
が
１
‐０
０
年
の
ま
ち
づ
く
り
の
財
政
運
営
か
ｒ

代
表
　
渡
部
　
い
っ
ぷ

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

早
く
も
２
０
２
４
年
も
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
の
夏
も
昨

年
同
様
暑
い
日
が
続
き
そ
う
で
す
が
、
心
配
は
熱
中
症
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
雨
量
が
極
端
に
少
な
い
と
感
じ
て
い
る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
「全
て
が
程
々
に
」
の
生
活
で
あ

っ
て
欲
し
い
も
の
で
す
。

さ
て
、
６
月
議
会
で
す
が
、
日
本
の
喫
緊
の
課
題
は
少
子
高
齢
化
で
す
。

南
相
馬
市
も
同
様
で
あ
り
、
財
政
の
在
り
様
を
拡
大
基
調
で
は
な
く
減
少

す
る
こ
と
を
前
提
に
、
市
長
が
標
榜
す
る
１
０
０
年
の
ま
ち
づ
く
り
を
考

え
る
と
き
、
園
芸
作
物
集
出
荷
団
地
整
備
事
業
に
７‐
億
円
、
新
庁
舎
建
設

は
９０
億
円
の
支
出
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
財
政
運
営
に
つ
い
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
負
託
さ
れ
て
い
る
議
員
の
私
た
ち
の
対
応
が
、
先
に
述

べ
た
拡
大
基
調
で
は
な
い
現
状
を
ふ
ま
え
て
容
認
さ
れ
る
も
の
な
の
か
間

わ
れ
て
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
３
月
議
会
の
報
告
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
ご
意

見
や
ご
要
望
等
を
お
聞
か
せ
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
第
２
回

南
馬
市
議
会
６
月
定
例
会

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

令
和
６
年
度
第
２
回
定
例
会
６
月
議
会
は
、

６
月
Ю
曰
よ
り
７
月
１
日
ま
で
の
２２
日
間
開
催

さ
れ
、
議
案
２‐
件

（条
例
関
係
９
件
、
予
算
関

係
２
件
、
そ
の
他
１０
件
）、
報
告
１０
件
が
提
出

さ
れ
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
通
り
全
て
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
額
は

５６
億
２
０
５
万
円
で
、
歳
入
歳
出
総
額

４
９
２
億
５
０
５
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

修
正
案
が
提
出
さ
れ
否
決

予
算
決
算
常
任
委
員
会
委
員
長
報
告
の
後
、

修
正
案
が
提
出
さ
ね
ま
し
た
。

６
款
農
林
水
産
費
の
、
４
項
１
目
Ｆ
２

「園
芸
作
物
集
出
荷
団
地
整
備
事
業
」
予
算

額
１６
億
８
３
２
２
万
円
を
削
除
修
正
す
る
も
の

で
す
。

（提
案
理
由
の
説
明
）
提
出
者
　
小
川
　
尚

一

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
３
月
当
初
予
算
に
お

い
て
も
上
程
さ
れ
、
委
員
会
に
於
い
て
修
正
案

が
提
出
さ
れ
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
ま
し

た
ｏ
引
鋼
悧
川
ヨ
ロ
Ｈ
鮒
刊
ヨ
到
国
倒
劉
倒
剛
と

の
説
明
が
あ
り
、
制
糊
引
引
劃
劉
日
川
鯛
国
剛
創

り

で
あ

つ
た
も
の
が

、
令
和

６
年
度
は
７‐
億
円

と

な

つ
て
お

り
更
に
膨

ら
む

可
能
性

も

あ

る
。

施
設

は
運
営
会
社
に
無
償

で
貸
与
と
な

っ
て
い

る
。
運
営

事
業
者
は
確
定

し

て
い
な

い
た
め

、

持
続

可
能
な
経
営
が
可
能

か
不
明

で
あ
る
。
ま

た
、

こ

の
施

設
は
、
耐

用
年

数
終

了
後

に
は
、

同
施
設
を
運
営
事
業
者

で
新
た
に
整
備

し
な
け

れ
ば

な
ら
な

い
と
な

っ
て
お
り
、
そ

の
た
め
収

益
の
一
部
を
毎
年
利
益
留
保
し
積
立
す
る
こ
と

が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、
運
営
団
体
の
負
担

が
大
き
く
な
る
た
め
、
事
業
者
を
明
確
に
す
べ

き
と
し
て
い
た
が
、
漸
く
１２
月
議
会
で
提
案
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
経
営
は
厳
し
く
な
る

こ
と
か
ら
、
事
業
費
の
縮
小
を
求
め
る
物
で
あ

る
。修

正
案
賛
成
少
数
で
、
原
案
可
決
。

※
反
対
賛
成
の
討
論
に
つ
い
て
は
、
紙
面
の
都

合
で
一
部

（渡
部
い
っ
ぷ
議
員
）
掲
載
す
る
が
、

詳
し
く
は

「議
会
だ
よ
り
く
Ｑ
「
と

」^
覧
く

だ
さ
い
。

【そ
の
他
の
主
な
予
算
】

○
低
所
得
世
帯
・
低
所
得
子
育
て
世
帯
支
援
給

付
金
支
給
事
業
　
　
　
１
億
６
３
０
３
万
円

○
定
額
減
税
補
足
給
付
金

（調
整
給
付
）
支
援

事
業
　
　
　
　
　
　
　
３
億
７
３
３
２
万
円

〇
屋
根
置
き
太
陽
光
発
電
等
導
入
拡
大
事
業
補

助
金
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‥
２
７
１
４
万
円

〇
サ
ー
フ
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
　
３
１
８
６
万
円

【国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
】

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
４
８
０
万
円
を
減
額

補
正
し
、
総
額
を
８８
億
８
３
６
６
万
円
と
す
る
。

委

員
会
報
告

総
務
生
活
串
任
委
員
会

○
南
相
馬
市
復
興
産
業
集
積
区
域
に
お

け
る
市
税
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の

一部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

【質
問
】
復
興
工
業
団
地
に
立
地
し
た
企
業
の

中
に
、
破
産
手
続
き
に
入
っ
て
い
る
企
業
の
話

が
あ
る
よ
う
だ
が
、
そ
こ
の
敷
地
を
今
度
ど
う

す
る
の
か
、
担
当
課
と
し
て
は
ど
の
様
に
捉
え

て
い
る
の
か
伺
う
。

一答
弁
】
工
業
団
地
の
全
体
的
な
進
め
方
等
は
、

商
工
部
門
で
対
応
し
て
お
り
、
指
摘
さ
れ
た
事

業
者
も
認
定
と
い
う
か
、
規
則
的
に
問
題
な
け

れ
ば
税
制
の
面
で
適
用
し
て
き
て
い
る
。

商
工
部
門
で
指
定
の
状
況
等
に
問
題
が
あ
れ

ば
、
例
え
ば
、
遡
っ
て
取
消
な
ど
が
さ
れ
る
と

は
思
う
が
、
担
当
課
と
し
て
は
規
則
に
基
づ
い

て
、税
制
の
面
で
対
応
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

○
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

電
気
自
動
車
の
取
得
に
つ
い
て

【質
問
】
市
役
所
。
区
役
所
、
あ
る
い
は
道
の

駅
な
ど
に
充
電
器
が
あ
る
が
、
空
い
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
貸
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
便
利
が
い
い

と
の
声
が
寄
せ
ら
ね
て
い
る
が
そ
の
対
応
を
伺

う
。

一答
弁
】
南
相
馬
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
計
画
、

令
和
６
年
２
月
に
策
定
し
た
計
画
の
中
に
は
、

市
内
へ
の
充
電
ス
ポ
ッ
ト
の
設
置
と
い
う
計
画

が
あ
り
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

【質
問
】
購
入
車
の
仕
様
書
に
あ
る
が
、
Ｇ
と

×
の
違
い
は
オ
プ
シ
∃
ン
付
き
が
Ｇ
、
オ
ブ

シ
ョ
ン
な
し
が
Ｘ
で
、
公
用
車
で
使
う
の
に
、

こ
の
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る

か
伺
う
。

【答
弁
】
グ
レ
ー
ド
の
仕
様
の
関
係
だ
が
、
標

準
的
に
備
わ
っ
て
る
も
の
を
購
入
す
る
こ
と
で

単
価
が
安
く
な
る
。
標
準
的
に
こ
う
い
っ
た
グ

レ
ー
ド
の
中
で
装
置
が
備
わ
っ
て
い
る
も
の
を

購
入
し
て
、
市
の
負
担
を
軽
減
し
て
い
る
。

建
設
経
済
常
任
委
員
会

○
園
芸
作
物
集
出
荷
団
地
整
備
事
業
に

つ
い
て

【質
問
一
総
額
７‐
億
で
進
め
て
お
り
、
供
用
開

始
ま
で
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
う
。

【答
弁
】
令
和
６
年
と
７
年
の
２
ヶ
年
か
け
、
造

成
工
事
及
び
建
築
工
事
を
予
定
し
て
お
り
、
令

和
８
年
度
の
供
用
開
始
を
目
指
し
て
い
る
。

一質
問
】
施
設
を
運
営
す
る
業
者
選
定
の
ス
ケ

ジ

ュ
ー
ル
に

つ
い
て
伺
う
ｏ

一答
弁
一
令
和
６
年
度
中
に
選
定
す
る
考
え
で
あ

り
、
具
体
的
に
は
１２
月
議
会

で
報
告

で
き
る
よ

う

に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
７
月
か
ら
１０
月

に
か
け
て
運
営
者
を
選
定

し
、
議
会

へ
報
告
の

上

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
経
過

に

つ
い
て
公
表

し

て
い
き
た
い
。

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

【請
願

】
学

校
給
食
無
償
化

を
実
施
す

る

こ
と

を
求
め
る
意
見
書
」
を
県
及
び

国
に
提
出
す
る

請
願
の
２
件

に

つ
い
て

本
市
は
小
中
学
校
給
食
無
償
化
を
実
施
し
て

お
り
、
そ
の
た
め

の
市

の
負
担
額
は
約
２
億
円

に
な

っ
て
い
る
。
国
県
の
支
援

に
よ

っ
て
、
そ

の
財
源
を
子
育

て
世
代

の
た
め

の
事
業
に
回
す

こ
と
が
出
来
る
こ
と
か
ら
、
採
択
す
べ
き
と
決

し
ま
し
た
。

型
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
僣

「改
革
ク
ラ
ブ
」
意
見
交
換
会
の
こ
案
内

恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
毎
議
会
終
了
後
の
会
派

報
告
会
を
、
左
記
の
と
お
り
実
施
い
た
し
ま
す
。

議
会
の
報
告
と
南
相
馬
市
の
現
状
、
更
に
市
民

の
皆
様
の
意
見
　
要
望
を
お
間
き
す
る
意
見
交
換

の
場
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
こ
参
加
く

だ
さ
い
。

○
日
　
時
　
８
月
４
日
日
　
午
後
２
時

○
会
　
場
　
ひ
ば
り
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

ｙ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ
ｌ
ｌ
Ｌ

南
相
馬
市
議
会
会
派

「
改

革

ク

ラ
ブ

」
メ

ン

バ

ー
紹

介

○

代

　

表

　

　

渡
　
部
　
い
２
ふ

○

事

務

局

　

小

川

尚

一

〇

会
計
責
任
者
　
　
竹
　
野
　
光
　
雄

○

幹
　
　
事
　
　
　
田
　
中
　
一只
　
子

○

幹
　
　
事
　
　
　
鈴
　
木
　
貞
　
正

―
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就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て

渡
部
　
い
っ
ぶ

容
④
５
４
５
６

【質
問
一
学
校
で
使
う
も
の
を
買
う
と
き
の
援

助
が
社
会
保
障
制
度
と
し
て
あ
る
。
例
え
ば

ノ
ー
ト
や
鉛
筆
、
ス
ポ
ー
ツ
の
道
具
、
か
ば
ん

や
制
服
、
通
学
の
た
め
の
お
金
、
修
学
旅
行
や

遠
足
、
給
食
の
お
金
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
や
パ
ソ

コ
ン
で
勉
強
す
る
と
き
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ツ
ト
の

代
金
等
々
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
内
容
と
し
て

政
務
調
査
の
中
で
把
握
を
し
て
い
る
。改
め
て
、

就
学
援
助
金
制
度
運
営
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
本
市
の
就
学
援
助
費
に
つ
い
て
は
、

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
な
児
童
生
徒

の
保
護
者
及
び
就
学
予
定
者
の
保
護
者
に
対
し

て
、
国
の
要
保
護
児
童
生
徒
援
助
費
補
助
金
及

び
特
別
支
援
教
育
就
学
奨
励
費
補
助
金
交
付
要

綱
で
定
め
る
補
助
対
象
経
費
に
準
じ
て
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
令
和
５
年
度
の
支
給
状
況
は
、

小
学
校
対
象
児
童
が
２
４
８
人
、
支
給
総
額
は

２
２
６
３
万
３
０
０
０
円
、
中
学
校
対
象
生
徒

は
「
５
２
人
、
支
給
額
は
１
９
９
５
万
円
で
、

対
象
と
し
て
は
校
給
食
費
を
は
じ
め
学
用
品

費
、
修
学
旅
行
費
、
ク
ラ
ブ
活
動
費
、
卒
業
ア

ル
バ
ム
代
、
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
通
信
費
な
ど
１４

品
目
に
対
し
て
援
助
を
行
っ
て
い
る
。
令
和
３

年
度
に
は
、
就
学
援
助
の
対
象
経
費
と
し
て
、

新
た
に
児
童
会
及
び
生
徒
会
費
、
Ｐ
丁
Ａ
会
費

等
に
係
る
経
費
を
追
加
し
、
国
の
制
度
に
よ
る

対
象
費
用
の
全
て
を
対
象
と
し
て
い
る
。

教
育
長
や
事
務
局
長
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、

私
た
ち
が
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、

こ
の
制
度
の
使
い
勝
手
が
良
い
こ
と
。
そ
う
い

う
状
況
に
あ
る
方
が
躊
躇
な
く
こ
の
制
度
が
使

え
る
よ
う
な
状
況

（環
境
も
含
め
て
）
に
つ
い

て
、
意
を
体
す
る
と
い
う
こ
と
が
非
常
に
私
は

求
め
ら
れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
る
。
是
非
ひ
そ

う
い
う
と
こ
ろ
に
気
を
つ
け
乍
ら
、
周
知
し
、

活
用
、
運
用
に
努
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
申
し

述
べ
て
お
き
た
い
。

Dハ
い ラ
て ス

メ
ン
ト
の
取
り
組
み
に

小
川
　
尚

一

容
②
ｌ
２
７
８

【質
問
】
様
々
な
八
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
伺
う
。

【答
弁
】
市
で
は
、
平
成
２８
年
８
月
に
、
職
員

の
職
場
に
お
け
る
八
ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
等
に

関
す
る
規
程
を
定
め
、
総
務
部
総
務
課
に
相
談

窓
□
を
設
置
し
、
職
場
の
八
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

と
排
除
の
た
め
の
措
置
並
び
に
八
ラ
ス
メ
ン
ト

に
起
因
す
る
問
題
が
生
じ
た
場
合
に
、
適
切
に

対
応
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
八
ラ
ス
メ
ン
ト
と
し
て
認
定
さ
れ
た
事
案

は
な
い
が
、
相
手
の
受
け
止
め
方
次
第
で
は
間

題
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
職

員
か
ら
の
相
談
な
ど
を
受
け
や
す
い
環
境
を
整

え
る
た
め
、
令
和
６
年
度
か
ら
は
、
庁
内
の
相

談
窓
□
に
加
え
外
部
機
関
に
も
相
談
窓
□
を
設

け
、
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
仕
事
や
プ

ラ
イ
ベ
ー
ト
に
お
け
る
困
り
こ
と
　
悩
み
こ
と

を
い
つ
で
も
相
談
で
き
る
体
制
の
充
実
を
図
っ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
引
き
続
き
八
ラ
ス
メ
ン
ト

の
防
止
及
び
排
除
へ
の
取
組
を
進
め
て
い
く
。

【質
問
】
八
ラ
ス
メ
ン
ト
の
認
定
は
無
い
と
い

う
こ
と
だ
が
、
相
談
な
ど
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
規
定
を
設
け
て
お
り
、
そ
の
対
応
フ

□
―
は
、
ま
ず
本
人
あ
る
い
は
第
二
者
か
ら
の

申
し
出
や
相
談
が
あ
る
。
そ
の
相
談
窓
□
は
、

総
務
部
総
務
課
で
相
談
を
受
け
る
。
そ
の
中
で

本
人
ヒ
ア
リ
ン
グ
あ
る
い
は
相
手
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
あ
る
い
は
第
三
者
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
。

更
に
事
実
関
係
の
有
無
を
把
握
す
る
。そ
こ
で
、

誤
解
あ
る
い
は
和
解
が
可
能
で
あ
る
場
合
は
和

解
を
す
る
形
に
な
る
。
更
に
そ
の
相
談
窓
□
の

中
に
処
理
委
員
会
が
あ
り
、
審
議
が
必
要
な
場

合
は
処
理
委
員
会
に
か
け
る
。
処
理
委
員
会
の

中
で
付
議
さ
れ
た
場
合
で
、
八
ラ
ス
メ
ン
ト
の

認
定
が
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
先
の
答

弁
は
、
処
理
委
員
会
の
中
で
の
、
八
ラ
ス
メ
ン

ト
の
認
定
は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

福
島
国
際
研
究
教
育
機
構
に
期
待

竹
野
　
光
雄

８
０
８
０

５

５

６

８

９

７

５

５

隣
町
の
浪
江
町
に
立
地
が
決
定
し
た
福
島
国

際
研
究
教
育
機
構
と
南
相
馬
市
関
連
施
設
福
島

ロ
ボ
ッ
ト
テ
ス
ト
フ
イ
ー
ル
ド
　
福
島
県
八
イ

テ
ク
プ
ラ
ザ
　
環
境
創
造
セ
ン
タ
ー
　
農
業
創

造
セ
ン
タ
ー
・福
島
県
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
浜

福
島
県
立
小
高
産
業
技
術
高
校
等
と
の
連
係
強

化
を
願
い
、
人
材
育
成
及
び
呼
び
込
み
に
結
び

付
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

「
―
コ
里
は
福
島
を
始
め
東
北
の
復
興
を
実

現
す
る
た
め
の
夢
や
希
望
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
福
島
の
課
題
に
立
ち
向

か
い
復
興
へ
の
道
と
そ
の
先
の
未
来
を
切
り
拓

く
た
め
に
、
産
業
や
社
会
の
し
く
み
を
転
換
出

来
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
で
あ
り
、
将
来

を
見
据
え
た
研
究
開
発
が
不
可
欠
と
な
り

「日

本
の
科
学
技
術
力
」
と

「産
業
競
争
力
」
を
世

界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
ヘ
と
牽
引
し
、
経
済
の
再
生

と
日
本
全
体
の
成
長
に
繋
げ
て
い
く
も
の
で
す
。

一
、
ロ
ボ
ツ
ト

複
合
災
害
を
経
験
し
た
福
島
で
廃
炉
や
災
害

現
場
等
の
過
酷
環
境
で
機
能
を
発
揮
す
る
□

ボ
ツ
ト
・
ド
ロ
ー
ン
の
研
究
開
発

二
、
農
林
水
産
業

震
災
に
よ
り
大
規
模
な
休
耕
地
や
山
林
を
有

す
る
地
域
性
を
考
慮
し
、
新
し
い
技
術
シ
ー
ズ

の
活
用
な
ど
次
世
代
農
林
水
産
業
に
挑
戦

三
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

水
素
関
連
設
備
等
を
活
用
し
カ
ー
ボ
ン

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
実
現
、
併
せ
て
先
駆
的
な
ス

マ
ー
ト
コ
ミ
ュ
≡
ア
ィ
ー
の
実
現
に
寄
与
す
る
。

四
、
放
射
線
科
学
・
創
薬
医
療
放
射
線
の
利
用

放
射
線
科
学
（
核
物
理
学
、
放
射
化
学
）
を

捉
え
放
射
線
や
刀
一の
利
活
用
の
検
討
を
行
う
。

五
、
原
子
力
災
害
に
関
す
る
集
積

・
発
信

福
島
の
複
合
災
害
か
ら
様
々
な
デ
ー
タ
を
集

積
し
、
知
見
を
伝
承
す
る
こ
と
で
今
後
の
災
害

へ
の
対
策
に
資
す
る
。

丁
寧
な
取
組
を
目
指
し
て
―

田
中
　
一宗
子

容
０
８
０

１

８

３

４

２

６

０

３

物
価
高
騰
で
経
済
的
不
安
の
進
む
中
で
、
人

□
減
少
や
高
齢
化
問
題
と
山
積
さ
れ
て
い
る
現

状
が
あ
り
ま
す
。
私
は

「支
え
合
い
安
心
で
き

る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
そ
し
て

「心
豊
か
な

地
域
づ
く
り
」
か
ら
取
り
組
む
べ
き
と
の
考
え

は
、
前
に
も
お
伝
え
し
て
お
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
価
値
観
を
持
っ
た
中
に
も
、

互
い
を
尊
重
し
合
い
連
携
を
保
ち
高
め
合
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
捉
え
て
の
６
月

一

般
質
問
で
し
た
。　
　
　
，

こ
ど
も
食
堂
に
つ
い
て

【質
問
】
市
は
、
こ
ど
も
食
堂
の
開
設
や
運
営

に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。
又
こ
ど

も
食
堂
を
設
置
す
る
計
画
や
対
策
が
あ
る
の
か

伺
う
。

【答
弁
】
福
島
県
の
こ
ど
も
食
堂
の
数
は
、
Ｒ

６
年
５
月
末
現
在
１
３
８
箇
所
で
、
開
設
経
費

の

一
部
を
補
助
す
る
支
援
策
を
行
っ
て
い
る
。

南
相
馬
市
内
で
は
３
箇
所
だ
が
、
こ
ど
も
食
堂

自
体
が
自
主
的

・
自
発
的
な
活
動
で
運
営
さ
れ

て
お
り
、
流
れ
を
注
視
し
た
い
。
今
後
に
つ
い

て
は
、
市
内
に
ど
う
い
っ
た
こ
ど
も
食
堂
が
な

ん
箇
所
必
要
で
、
市
の
支
援
策
や
求
め
ら
れ
る

の
は
何
な
の
か
等
相
談
し
て
対
応
す
る
考
え
で

あ
る
。

自
主
防
災
に
つ
い
て

【質
問
】
３
・
「
の
教
訓
と
し
て
、
日
頃
か
ら

地
域
ぐ
る
み
で
、
災
害
へ
の
備
え
の
確
認
や
、

防
災
訓
練
等
の
必
要
性
が
あ
る
と
認
識
す
る

が
、
本
市
の
現
状
を
ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
伺

う
。

【答
弁
】
市
で
は
、
自
主
防
災
組
織
の
設
立
を

促
進
し
、１
７
４
団
体
が
設
立
さ
れ
て
い
る
が
、

地
域
住
民
の
高
齢
化
や
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
停
滞

し
て
い
る
地
域
も
あ
る
。
こ
の
た
め
地
域
で
の

防
災
訓
練
や
、
資
機
材
等
の
支
援
や
育
成

・
強

化
を
図
る
考
え
で
あ
る
。

環
境
教
育
に
つ
い
て
考
え
る

鈴
木
　
貞
正

ａ
⑩
３
５
９
２

私
は
、
地
球
温
暖
化
、
熱
帯
林
の
減
少
、
砂

漠
化
の
進
行
あ
る
い
は
生
物
多
様
性
の
衰
退
な

ど
深
刻
な
地
球
環
境
問
題
、
そ
し
て
農
山
村
の

過
疎
化
、
大
量
生
産
、
消
費
、
廃
棄
に
よ
る
数

多
く
の
地
球
環
境
問
題
が
話
題
に
な
っ
て
い
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
環
境
学
習
を
行
う

こ
と
は
、
自
然
と
文
化
遺
産
を
継
承
し
、
持
続

可
能
な
社
会
を
創
造
す
る
た
め
に
、
環
境
負
荷

を
減
少
さ
せ
、
な
お
快
適
な
生
活
を
営
め
る
よ

う
に
、環
境
保
全
お
よ
び
創
造
行
動
を
示
唆
し
、

支
援
す
る
教
育
方
法
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
さ

ら
に
、科
学
的
知
識
と
伝
統
的
知
識
を
習
得
し
、

個
人
的
　
社
会
的
に
持
続
可
能
な
社
会
を
築
こ

う
と
す
る
こ
と
へ
の
価
値
観
を
形
成
し
て
、
こ

れ
に
基
づ
く
生
活
様
式
の
改
変
や
環
境
創
造
を

目
標
に
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。ま

た
、
環
境
教
育
学
は
、
環
境
を
学
ぶ
た
め

の
十
分
な
深
さ
と
広
さ
を
も
っ
て
考
察
し
、
教

育
学
と
し
て
の
体
系
を
明
瞭
に
提
示
す
べ
き
と

思
わ
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
環
境
問
題
の
目
的
は

個
別
の
環
境
問
題
に
対
す
る
学
習
を
支
援
す
る

ば
か
り
で
、
本
質
的
に
は
文
明
を
支
え
て
き
た

環
境
文
化
を
補
修
、
再
創
造
す
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。

，こ
れ
ま
で
の
環
境
教
育
実
践
は
、

自
然
体
験
、
野
外
活
動
、
こ
み
学
習
な
ど
を
個

別
に
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
行
う
事
例
が
多

く
、
環
境
学
習
全
体
の
枠
組
み
の
中
で
の
個
別

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
位
置
付
け
、
あ
る
い
は
相

互
の
関
係
性
を
明
示
し
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
よ
つ
て
生
涯
学
習
と
し
て
社
会

に
適
用
で
き
る
環
境
教
育
課
程
の
体
系
を
つ
く

る
こ
と
が
大
変
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

そ
し
て
、
環
境
を
学
ぶ
こ
と
が
生
活
の
根
底

に
あ
る
こ
と
に
気
づ
け
ば
、
学
校
や
社
会
も
よ

り
良
い
方
向
に
向
か
う
と
考
え
ま
す
。

|●
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め
に
使
わ
れ
て
い
る
か

代
表
　
渡
部
　
い
っ
ぷ

秋
も
深
ま

っ
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
寒
暖
の
差
も
激
し
く
体
調
に
は
気
を

つ
け

て
頂
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

さ
て
、
私
た
ち
の
任
期
は
残
す
と
こ
ろ
２
年
と
な
り
ま
す
。
（２
年
も
あ
り
ま
す
。
）

こ
の
時
点
で
議
員
活
動

の
２
年
間
を
振
り
返
る
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら
始
ま
る
２

年
間

の
取
り
組
む
課
題
と
考
え
ま
す
。
会
派
と
し
て
、
議
会

（
１２

・
３
・
６
・
９
）

月
終
了
後
、
会
派
会
報
を
発
行
し
て
き
ま
し
が
、
そ
の
時

々
に
お
け
る
問
題
に
つ

い
て
指
摘
し
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
、
本
市
に
係
る
内
容
を
指
摘
し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
２
年
間
、
皆
さ
ん
に
変
わ

っ
て
厳
し
く
議
会
を
チ

ェ
ッ
ク
し
、
皆

さ
ん
が
納
め
る
税
金
が
、
皆
さ
ん
の
た
め
に
ど
の
様
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を
、
改

め
て
、
お
知
ら
せ
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
９
月
議
会
定
例
会

の
報
告
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
ご
意
見

や
ご
要
望
等
を
お
聞
か
せ
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

令
和
６
年
度
第
４
回

南
馬
市
議
会
９
月
定
例
会

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

令
和
６
年
度
第
４
回
定
例
会
９
月
議
会
は
、

９
月
４
日
よ
り
９
月
３。
日
ま
で
の
２７
日
間
開
催

さ
れ
、
議
案
創
件

（条
例
関
係
３
件
、
予
算
関

係
５
件
、
決
算
関
係
１２
件
、
そ
の
他
８
件
）、

報
告
３
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数

で
原
案
の
通
り
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
額
は

２９
億
６
８
５
万
円
で
、
歳
入
歳
出
総
額

５
２
１
億
５
７
３
６
万
円
と
な
る
令
和
５
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
不
認
定
の

討
論
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
認
定
多
数
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

賛
否
が
分
か
れ
た
議
案

「南
相
馬
市
建
設
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
」

で
は
、
郡
俊
彦
議
員
よ
り
反
対
、
山
田
議
員
よ

り
賛
成
の
討
論
が
あ
り
採
決
の
結
果
原
案
が
承

認
さ
ね
ま
し
た
。

「令
和
５
年
度
南
相
馬
市

一
般
会
計
歳
入
歳

出
決
算
認
定
に
つ
い
て
」
は
、
櫻
丼
議
員
、
郡

議
員
、
小
川
議
員
よ
り
不
認
定
、
山
田
議
員
、

志
賀
議
員
よ
り
認
定
の
討
論
が
あ
り
、
採
決
の

結
果
認
定
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

「令
和
５
年
度
南
相
馬
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て
」
は
、

郡
議
員
よ
り
不
認
定
、
桜
丼
議
員
よ
り
認
定
の

討
論
が
あ
り
、
採
決
の
結
果
認
定
多
数
で
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

「令
和
６
年
度
南
相
馬
市

一
般
会
計
補
正
予

●
■
●
　

　

■

■

●
　
　

一　
¨

発行 :改革クラブ

T9750007

南相馬市原町鴎 B」 1132

算
に

つ
い
て
」
は
、

郡
議
員
よ
り
反
対
、
岡
崎

議
員
よ
り
賛
成

の
討
論
が

あ
り
、
採
決

の
結
果

原
案

の
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

「
民
事

調
停

の
申
立

て
及
び
当
該

民
事

調
停

の
不
成

立

等

の
場
合

の
訴

え

の
提

起

に

つ
い

て
」
は
、
郡
議
員
よ
り
反
対

、
菊
池
議
員
よ
り

賛
成

の
討
論
が
あ
り
、
採
決

の
結
果
賛
成
多
数

で
採
択

さ
れ
ま
し
た
。

※
反
対
賛
成

の
討
論
内
容

に

つ
い
て
は
、
紙
面

の
都
合

で
省
略

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は

「議

会
だ

よ
り

く
Ｑ
・
７５
」
を

こ
覧

く
だ
さ

い
。

【そ‐‐の―‐他の主心７≡】

【
一
般
会
計
補

正
予
算
】

○
感
染
症
予
防
事
業
　
　
１
億
３
５
７
９
万
円

〇
農
業
基
盤
整
備
促
進
事
業１

億

６
６
２
４
万
円

〇
新
庁
舎
建
設
事
業
　
　
１
億
９
３
３
６
万
円

〇

（仮
称
）
鹿
島
多
目
的
グ

ラ
ン
ド
整
備
事
業

‥
２
５
７
万
円

（総
額

２
３
３
２
万
円
）

【国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
】

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
４
２
０
万
円
を
追
加

補
正
し
、
総
額
を
８９
億
４
７
８
７
万
円
。

【介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
】

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
５
２
８
３
万
円
追

加
補
正
し
、
総
額
８２
億
３
６
１
７
万
円
。

「新
市
建
設
計
画
の
変
更
に
つ
い
て
」

一質
問
】
合
併
特
例
債
活
用
可
能
額
７
６
億
円

の
う
ち
、
庁
舎
建
設
を
除
い
た
可
能
額
は
幾
ら

に
な
る
の
か
伺
う
。

【答
弁
】
継
続
事
業
以
外
の
部
分
を
事
業
想
定

し
て
い
て
、
繰
延
の
１
２
９
の
事
業
や
、
新
た

な
合
併
の
目
的
に
合
う
事
業
も
含
め
て
、
継
続

事
業
以
外
で
３。
億
円
弱
を
見
込
ん
で
い
る
。
現

時
点
で
、
不
確
定
な
要
素
も
あ
る
の
で
、
枠
と

し
て
３。
億
円
弱
と
推
計
し
て
い
る
。

今
後
、
各
地
域
協
議
会
か
ら
の
提
案
等
を
受

委

員
会
報
告

総
務
生
活
為
ｆ
委
員
会

け
、
特
例
債
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
各
地
域
協

議
会
等
と
協
議
し
て
い
く
。

予
算
決
算
常
任
委
員
会

「総
務
生
活
分
科
会
」

【補
正
予
算
一

〇
鹿
島
区
自
治
振
興
費

（鹿
島
駅
舎
）

【質
問
一
令
和
６
年
度
中
の
整
備
方
針
を
決
定

す
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
手
法
で
市
民
の
意

見
を
集
約
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

【答
弁
】
こ
れ
ま
で
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
行
政
区
、
民

生
委
員
な
ど
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、

一
般
市
民
か
ら
の
意
見
を
聞
く
手
法
も
考
え
て

い
る
。

Ｊ
Ｒ
は
駅
を
小
さ
く
す
る
計
画
し
か
持
っ
て

い
な
い
中
で
、
市
民
の
希
望
を
か
な
え
る
た
め

に
は
、
市
で
整
備
す
る
し
か
な
い
と
い
う
こ
と

を
前
提
と
し
た
事
前
調
査
と
な
る
。

「文
教
福
祉
分
科
会
」

【決
算
認
定
一

〇
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
推
進
事
業

【質
問
】
建
設
候
補
地
の
取
得
に
つ
い
て
は
、

進
ん
で
い
る
の
か
伺
う
。

【答
弁
一
原
町
区
牛
来
の
敷
地
所
有
者
と
の
話

し
合
い
を
行
っ
て
い
る
。

一質
問
】
土
地
取
得
を
踏
ま
え
た
建
設
費
の
財

源
確
保
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
現
在
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
に
要

す
る
財
源
確
保
が
難
航
し
て
い
る
。
県
の
加
速

化
交
付
金
に
合
致
す
る
も
の
が
無
く
、復
興
庁
、

文
科
省
と
協
議
を
進
め
て
い
る
。

建
設
・経
済
常
任
委
員
会

鵠謀躊瓢調鵬鮮稀藤抑幹帷坂鍛劇

お
け
る
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

【質
問
】
民
事
調
停
の
対
象
者
の
剪
定
方
針
が

令
和
６
年
度
か
ら
滞
納
額
４。
万
円
以
上
か
つ
滞

納
月
数
１５
月
以
上
と
な
っ
た
が
、
令
和
５
年
度

か
ら
の
経
過
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
今
回
の
民
事
調
停
の
提
起
に
つ
い
て
、

令
和
５
年
度
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
が
、
東
日
本

大
震
災
以
降
、
復
旧
・
復
興
業
務
を
優
先
し
て

い
た
こ
と
も
あ
り
、
滞
納
者
に
対
す
る
催
告
書

や
、
夜
間
徴
収
を
行
っ
て
い
た
も
の
の
、
滞
納

整
理
は
不
十
分
で
、
滞
納
が
増
え
て
い
っ
た
経

過
が
あ
る
。
令
和
５
年
度
の
方
針
で
は
滞
納
額

２
０
０
万
円
以
上
か
つ
滞
納
月
１
０
０
月
以
上

と
し
て
い
た
が
、
滞
納
者
を
減
ら
す
た
め
に
、

順
次
調
停
方
針
を
下
げ
、
令
和
６
年
度
は
、
滞

納
額
４。
万
円
以
上
か
つ
滞
納
月
数
１５
月
以
上
と

す
る
。

委
員
会
提
出
議
案

再
審
法

（刑
事
訴
法
の
再
審
規
定
）
の
改

正
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

冤
罪
は
、
国
家
に
よ
る
最
大
の
人
権
侵
害
の

一
つ
で
す
。
冤
罪
被
害
者
を
救
済
す
る
た
め
の

再
審
手
続
に
関
す
る
法
律
上
の
規
定
（
刑
事
訴

訟
法
第
四
編
「再
審
じ
は
、つ
力
条
し
か
な
く
、

再
審
手
続
を
ど
の
よ
う
に
行
う
か
は
裁
判
所
の

広
範
な
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

過
去
の
多
く
の
冤
罪
事
件
で
は
、
警
察
や
検

察
庁
等
の
捜
査
機
関
の
手
元
に
あ
る
証
拠
が
再

審
段
階
で
明
ら
か
に
な
り
、
冤
罪
被
害
者
を
救

済
す
る
大
き
な
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
再

審
開
始
決
定
が
さ
れ
れ
ば
、
再
審
公
判
に
移
行

す
べ
き
で
あ
り
、
検
察
官
の
不
服
申
し
立
て
を

認
め
る
べ
き
で
な
い
と
考
え
ま
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
国
に
、
冤
罪
被
害
者
を

早
期
に
救
済
す
る
再
審
法

（刑
訴
法
の
再
審
規

定
）
を
速
や
か
に
改
正
す
る
よ
う
求
め
る
た
め
、

政
府
等
関
係
機
関
に
対
し
、
意
見
書
を
提
出
す

る
も
の
で
す
。

リ

「改
革
ク
ラ
ブ
Ｌ
思
見
交
換
会
の
こ
案
内

恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
毎
議
会
終
了
後
の

会
派
報
告
会
を
、
左
記
の
と
お
り
実
施
い
た

し
ま
す
。

議
会
の
報
告
と
南
相
馬
市
の
現
状
、
更
に

市
民
の
皆
様
の
意
見
　
要
望
を
お
聞
き
す
る

意
見
交
換
の
場
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

○
日
　
時
　
「
月
１０
日
日
　
午
後
２
時

○
会
　
場
　
ひ
ば
り
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー



(2) 南相馬市議会会派『改革クラブ』議会報告 2024年 11月 3日

人
生
会
議

（Ａ
Ｃ
Ｐ
）
に
つ
い
て

【質
問
】
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

（Ａ
Ｃ
Ｐ
）
に
つ
い
て
、
も
し
も
の
と
き
の
た
め

に
自
分
自
身
が
望
む
医
療
や
ケ
ア
に
つ
い
て
前

も
っ
て
考
え
、
繰
り
返
し
話
合
い
、
共
有
す
る

取
組
を
人
生
会
議

（Ａ
Ｃ
Ｐ
、
ア
ド
バ
ン
ス
・

ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）
と
呼
ぶ
が
、
自
身
の

心
身
の
状
態
に
応
じ
て
係
り
つ
け
医
な
ど
か
ら

自
身
や
家
族
な
ど
へ
適
切
な
情
報
の
提
供
と
説

明
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
取
組
に
つ
い
て
の
認
識
を
伺
う
。

【答
弁
】
ア
ド
バ
ン
ス
　
ケ
ア
　
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

だ
が
、
医
療
及
び
介
護
な
ど
関
係
者
、
家
族
な

ど
で
話
合
い
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
本
人
の

状
態
や
生
活
環
境
に
つ
い
て
の
相
互
理
解
を
深

め
る
こ
と
が
で
き
、
本
人
の
状
態
や
環
境
の
変

化
を
き
っ
か
け
と
し
て
何
度
で
も
見
直
す
こ
と

が
で
き
る
。

こ
の
た
め
高
齢
者
に
限
ら
ず
全
て
の
年
代
に

お
い
て
、
こ
れ
ま
で
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
人
生

を
見
詰
め
直
す
気
づ
き
の
ツ
ー
ル
と
し
て
有
効

な
取
組
の
一
つ
と
捉
え
て
い
る
。

一質
問
】
誰
に
で
も
訪
れ
る
人
生
最
期
の
と
き

を
ど
う
終
え
る
か
、
ど
の
よ
う
な
医
療
や
ケ
ア

が
必
要
か
な
ど
、
準
備
や
心
構
え
な
ど
を
市
民

と
一緒
に
考
え
る

「終
末
期
医
療
を
考
え
る
講

演
会
」
を
開
催
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
る
。
市

民
の
最
大
幸
福
を
考
え
た
取
組
を
伺
う
。

【答
弁
】
市
と
し
て
も
、
こ
の
人
生
会
議
を
考

え
た
際
に
、
宮
城
県
仙
台
市
な
ど
が
先
進
的
な

取
組
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

実
際
に
行
っ
て
い
る
自
治
体
が
あ
り
、
相
馬
郡

在
宅
医
療
・
介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
、
愛
称

「ま
る
っ
と
」
と
い
う
が
、こ
う
い
っ
た
セ
ン
タ
ー

と
協
議
を
し
、
さ
ら
に
は
市
内
の
医
療
機
関
、

介
護
事
業
所
等
々
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
市
民

や
、
関
係
す
る
事
業
者
と
一緒
に
理
解
促
進
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

泉

・
北
泉
利
活
用
計
画
に
つ
い
て

小
川
　
尚

一

容
②
ｌ
２
７
８

【質
問
】
泉
・
北
泉
周
辺
等
整
備

・
利
活
用
計

画
策
定
の
進
捗
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
令
和
６
年
度
は
整
備
　
利
活
用
計
画

に
関
す
る
パ
プ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
手
続
や
公
共

事
業
評
価
を
行
い
、
事
業
計
画
の
決
定
を
行
う

予
定
で
し
た
が
、国
と
の
協
議
に
時
間
を
要
し
、

遅
れ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。

【質
問
】
令
和
４
年
度
の
検
討
委
員
会
の
意
見

を
踏
ま
え
、
整
備
計
画
区
域
の
整
備
案
を
参
考

に
計
画
策
定
す
る
と
の
前
の
議
会
答
弁
だ
っ
た

が
、
全
体
計
画
の
具
体
的
事
業
内
容
を
伺
う
。

【答
弁
一
整
備
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、旧
グ
リ
ー

ン
パ
ー
ク
を
含
む
エ
リ
ア
と
し
て
検
討
を
進
め

て
お
り
、
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
令
和

５
年
５
月
に
策
定
し
た
た
た
き
台
に
記
載
さ
れ

て
い
る
キ
ャ
ン
プ
場
管
理
施
設
や
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
ゴ
ル
フ
場
、
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
な
ど
の
施
設

を
引
き
続
き
検
討
し
て
い
る
。

【質
問
】
以
前
に
も
指
摘
し
た
が
、
例
え
ば
宮

城
県
の
国
営
み
ち
の
く
社
の
湖
畔
公
園
を
参
考

に
し
て
は
ど
う
か
と
考
え
る
。
子
供
の
遊
び

場
、
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
、
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
が

あ
り
、
地
元
だ
け
で
は
な
く
県
外
か
ら
も
多
く

の
人
が
訪
れ
て
い
る
。
市
民
の
憩
い
は
も
と
よ

り
、
交
流
人
□
拡
大
に
も
つ
な
が
る
と
考
え
る

が
伺
う
。

【答
弁
】
み
ち
の
く
杜
の
湖
畔
公
園
は
国
営
の

大
規
模
な
施
設
だ
が
、
そ
う
い
っ
た
も
の
を
参

考
に
し
、
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
な
ど
の
計
画
も
あ

り
、
内
容
を
詰
め
て
い
く
。

こ
の
計
画
は
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
遊
ベ

る
、
市
民
の
健
康
、
集
い
、
憩
い
の
拠
点
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
て
お
り
、
人
気
の
サ
ー
フ
ス

ポ
ツ
ト
や
、
北
泉
海
岸
を
南
相
馬
市
の
象
徴
的

な
地
域
資
源
と
し
て
最
大
限
に
活
用
し
、
通
年

観
光
の
推
進
と
、
市
民
や
市
外
の
方
々
か
ら
満

足
度
の
高
い
施
設
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
。

令
和
５
年
度
決
算
を
終
え
て

竹
野
　
光
雄

８
０
８
０

５

５

６

８

９

７

５

５

決
算
規
模
は
令
和
４
年
度
に
比
べ
、
総
額
で

３９

７
億
円
の
増
加
と
な
り
ま
し
た
。
内
訳
は
、

東
日
本
大
震
災
関
連
事
業
で
１
８
「

９
億
円
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
２

７
億
円
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策
で
５

２
億
円
令
和
５
年
台
風
博
号
等
災
害
へ
の
対
応

２７

「
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
関
連
事
業
等
へ
対
応
す
る
財

源
に
つ
い
て
は
、
国
県
支
出
金
や
地
方
交
付
税

等
に
よ
る
措
置
が
継
続
さ
れ
た
こ
と
な
ど
か
ら

財
政
の
健
全
度
を
示
す
指
標
は
、
引
続
き
健
全

な
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
震
災
と
原
発
事
故
の
影
響

に
伴
う
対
応
が
引
続
き
必
要
な
状
況
に
あ
る
こ

と
。
震
災
関
連
事
業
を
除
く
通
常
事
業
の
規
模

の
適
正
化
や
、
財
政
構
造
の
弾
力
性
の
確
保
な

ど
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

浦
尻
員
塚
全
面
オ
ー
プ
ン

平
成
１８
年
に
国
史
跡
に
指
定
さ
れ
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
り
事
業
が

一
時
中
断
さ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
後
の
取
組
み
に
よ
り
先
月
９
月
７
日

に
ガ
イ
ダ
ン
ス
棟
の
オ
ー
プ
ン
に
よ
り
、
昨
年

７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
貝
塚
観
察
館
と
併
せ

て
両
施
設
が
オ
ー
プ
ン
の
運
び
と
な
り
ま
し

た
。
縄
文
ス
コ
ー
プ
を
設
置
し
茶
色
い
箱
の
八

ン
ド
ル
を
回
す
と
縄
文
人
の
生
活
の
様
子
を
覗

く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
員
塚
観
察
館
で
は
発

掘
し
た
状
況
そ
の
ま
ま
の
貝
塚
を
体
感
で
き
、

５
０
０
０
年
前
の
浦
尻
貝
塚
の
縄
文
人
は
何
を

食
べ
て
い
た
か
、
探
す
こ
と
も
で
き
ま
す
。
９

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ガ
イ
ダ
ン
ス
棟
の
施
設
内

に
は
、
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
立
体
絵
画
や
土

器
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
本
物
の
土
器
や
木
の

実
を
す
り
潰
す
の
に
使
用
し
た
イ
ノ
シ
シ
の
骨

に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
開
館
時
間
は
午

前
９
時
～
午
後
５
時
、
入
場
無
料
。
多
く
の
方

に
見
学
体
験
を
期
待
し
て
い
ま
す
ｏ

今
期
２
年
間
を
振
り
返
っ
て
Ｉ

田
中
　
一泉
子

８
０
８
０

１

８

３

４

２

６

０

３

令
和
６
年
９
月
定
例
会
も
全
て
可
決
さ
れ
て

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。
令
和
４
年
「
月
の
改
選

後
、
新
メ
ン
バ
ー
で
ス
タ
ー
ト
さ
れ
て
早
２
年

と
な
り
ま
す
。
私
も
自
分
の
担
当
す
る
分
野
に

お
い
て
は
、
慎
重
審
議
と
現
場
主
義
の
姿
勢
で

臨
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

議
員
と
し
て
‐４
年
、
こ
の
間
震
災
か
ら
の
復

興
創
生
と
共
に
社
会
情
勢
も
目
ま
ぐ
る
し
く
大

き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
常
に
現
実
と
社
会
情

勢
を
し
っ
か
り
把
握
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
声

を
よ
く
聞
き
な
が
ら
今
後
も
寄
り
添
い
な
が
ら

互
い
に
助
け
合
い
支
え
合
っ
て
い
く
事
が
大
切

だ
と
考
え
ま
す
。
更
に
は
小
高
区
　
原
町
区

・

鹿
島
区
の
特
色
を
生
か
し
つ
つ
、
南
相
馬
市
の

一
体
感
を
描
き
な
が
ら
先
を
見
据
え
た
政
策
を

考
え
て
い
く
こ
と
が
こ
ね
ま
で
以
上
に
必
要
で

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
の
属
す
る
委
員
会

に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で
企
画
さ
れ

た
事
業
に
、
実
際
に
出
向
い
て
現
状
を
観
て
知

る
こ
と
も
大
切
な
仕
事
と
捉
え
て
い
ま
す
。
最

近
参
加
し
た
事
業
は
次
の
通
り
で
す
。

相
馬
地
方
広
域
消
防
救
急
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・

中
学
生
海
外
研
修
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
報
告
会

・

小
高
区
敬
老
会

・
市
立
病
院
オ
ー
プ
ン
ホ
ス
ピ

タ
ル
祭

。
相
馬
看
護
専
門
学
校
載
帽
式

。
大
甕

幼
稚
園
運
動
会
等
々
が
主
な
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
よ
う
な
場
で
私
の
立
ち
位
置
か
ら
観
た

り
感
じ
た
り
、
話
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
私
の

大
き
な
励
み
に
も
な
り
、
又
問
題
提
起
の
場
と

も
な
り
貴
重
な
体
験
と
な
っ
て
い
ま
す
。

後
半
に
入
り
委
員
会
メ
ン
バ
ー
構
成
が
変

わ
っ
て
も
、
市
民
　
弱
者
の
方
々
の
視
点
に
立

ち
、
生
活
に
密
着
し
た
問
題
に
丁
寧
に
取
り
組

み
行
政
に
つ
な
く
こ
と
、
そ
し
て
私
の
信
念
と

す
る

「食
の
安
全

・
環
境
問
題
　
こ
ど
も
を
守

る
」
に
つ
い
て
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

人
と
地
域
を
つ
な
ぐ
直
売
所

鈴
木
　
貞
正

ａ
④
３
５
９
２

私
は
、
直
売
所
は
、
地
域
の
農
産
物
を
消
費

者
に
直
接
届
け
る
場
と
し
て
大
き
く
成
長
し
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
生
産
者
の
所

得
向
上
や
、
地
域
住
民
の
食
生
活
の
質
向
上
に

大
い
に
役
立
っ
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
直
売
所
は
、
消
費
者
の
二
―
ズ
に
柔
軟

に
対
応
し
、
価
値
あ
る
商
品
や
魅
力
的
な
体
験

を
提
供
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
地
域
の
特
産
品
や
季
節
こ
と
の
イ
ベ

ン
ト
を
通
じ
て
、
消
費
者
に
新
し
い
発
見
や
楽

し
み
を
提
供
し
続
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
直
売

所
は
、
生
産
者
と
消
費
者
が
直
接
つ
な
が
る
貴

重
な
場
と
し
て
、
あ
る
い
は
食
育
活
動
に
お
い

て
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
顔
の
見

え
る
関
係
を
築
く
こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
地
域
の
食
文
化
を
根
付
か
せ
、
発
信
す

る
役
割
な
ど
、
地
場
農
産
物
の
素
材
の
良
さ
や

本
物
の
価
値
を
伝
え
る
こ
と
も
で
き
る
と
考
え

ま
す
。
具
体
的
に
は
、
農
産
物
の
育
て
方
や
食

べ
方
や
選
び
方
を
消
費
者
に
伝
え
る
こ
と
で
、

食
の
安
全
性
や
そ
の
価
値
を
理
解
し
て
も
ら

い
、
地
場
農
産
物
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域
の
食
文
化
や
農
業
の

重
要
性
を
訴
え
る
こ
と
で
、
地
域
住
民
の
郷
土

愛
を
醸
成
し
、
地
域
の
活
性
化
に
も
特
に
貢
献

し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
の
直
売
所
は
、
単
な
る
販
売
の
場

か
ら
脱
却
し
、
消
費
者
が
地
域
と
と
も
に
食
と

農
の
未
来
を
歩
む
姿
勢
を
育
む
場
所
で
も
あ
る

と
考
え
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
現
状
を
踏
ま
え
、

今
後
も
直
売
所
は
、
規
模
の
大
小
に
か
か
わ
ら

ず
、
農
業
を
基
盤
と
し
た
新
た
な
経
済
圏
の
構

築
に
注
入
し
地
域
経
済
に
新
し
い
活
力
を
も
た

ら
し
て
い
く
べ
き
で
す
。
そ
し
て
地
域
全
体
の

持
続
的
な
成
長
が
促
進
さ
れ
、
直
売
所
の
重
要

性
が
い
っ
そ
う
高
ま
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

渡
部
　
い
っ
ぶ

ら
④
５
４
５
６



(1) 南相馬市議会会派『改革クラブ』議会報告 2025年 2月 2日

令
和
６
年
度
第
５
回

南
馬
市
議
会
‐２
月
定
例
会

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
を
可
決

令
和
６
年
度
第
５
固
定
例
会
柁
月
議
会
は
、

１１
月
２９
日
よ
り
‐２
月
１９
日
ま
で
の
四
日
間
開

催
さ
れ
、
議
案
２‐
件

（条
例
関
係
４
件
、
予
算

関
係
９
件
、
そ
の
他
８
件
）、
報
告
１
件
、
追

加
議
案
１３
件
が
提
出
さ
れ
、
賛
成
多
数
で
原
案

の
通
り
全
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
額
は

‐９
億
５
３
０
６
万
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
総

額
５
０
２
億
４
１
１
２
万
円
と
な
り
、
採
決
の

結
果
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

賛
否
が
分
か
れ
た
議
案

「令
和
６
年
度
南
相
馬
市

一
般
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て
」
は
、
採
決
の
結
果
、
原
案
の
通

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

運
営
で
守
り
た
い

※
討
論
内
容
は
、
渡
部
い
っ
ぶ
代
表
に
つ
い

て
は
下
記
に
、
小
川
尚

一
議
員
に
つ
い
て
は
一襄

面
紙
面
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
他
は
都
合
で
か
つ

あ
い
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

「議
会
だ

よ
り
く
Ｑ
・Ｎ
望

を
こ
覧
く
だ
さ
い
。

【主
な
予
算
】

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

○
原
町
第
二
中
学
校
中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

整
備
事
業
　
　
　
　
　
　
６
，
５
４
６
万
円

〇
民
間
保
育
所
等
施
設
整
備
事
業
補
助
金

５
，
７
６
５
万
円

○
園
芸
作
物
集
出
荷
団
地
整
備
事
業

７
億
８
，
０
８
６
万
円

【病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
】

「総
合
病
院
資
本
的
支
出
」

○
総
合
病
院
本
館
老
朽
化
対
策
工
事

…
「
億
４
，
０
０
８
万
円

資
本
的
収
入
合
計
　
　
６
億
１
，
１
０
５
万
円

資
本
的
支
出
合
計
　
‥
８
億
７
，
０
３
５
万
円

代
表
　
渡
部
　
い
っ
ぷ

謹
賀
新
年

２
０
２
５
年
を
迎
え
、
皆
様
の
ご
多
幸
を
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

南
相
馬
市
議
会
も
２
０
２
４
年
１２
月
議
会
を
終
え
、
新
た
な
気
持
ち
で
今
年

一

年
を
見
据
え
、
市
民
の
皆
様
と
活
動
を
展
開
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
日
々
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
状
況
下
に
あ
る
と

言
え
ま
す
。
賃
上
げ
を
は
る
か
に
凌
ぐ
物
価
高
は
、
私
た
ち
の
生
活
を
限
り
な
く

圧
迫
し
続
け
、
ど
こ
を
ど
こ
ま
で
切
り
詰
め
る
か
さ
え
わ
か
ら
な
い
状
態
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
て
な
り
ま
せ
ん
。

国
の
政
策
が
格
差
を
是
正
す
る
こ
と
な
く
推
し
進
め
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
時
に
問
わ
れ
る
の
が
各
自
治
体
の
政
策
に
他
な
り
ま
せ

ん
。
今
年
も
皆
さ
ん
と
手
を
携
え
て
歩
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
１２
月
議
会
の
報
告
会
を
開
催
す
る
と
と
も
に
、
ご
意
見
や
ご
要

望
等
を
お
聞
か
せ
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

発行 :改革クラブ

〒9750007

南10馬市原町区開町1132

委

員
会
報
告

予
算
決
算
＝
伊
晏
員
会‐‐

【総
務
生
活
分
科
会
】

ｏ
原
町
第
二
中
学
校
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
整
備

事
業
に
つ
い
て

【質
問
】
私
は
中
学
生
時
代
に
屋
外
で
運
動
練

習
し
た
こ
と
が
あ
り
、
ア
ス
フ
ア
ル
ト
で
練
習

な
ど
す
る
こ
と
が
ど
れ
ほ
ど
危
険
な
の
か
身
に

染
み
て
わ
か
る
。
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
を
す
る
こ
と
に
、
何
ら
問
題
な
い
と

教
育
委
員
会
と
し
て
は
考
え
て
い
る
の
か
伺

う
。

【答
弁
】
現
在
建
設
し
て
い
る
認
定
こ
ど
も
園

に
つ
い
て
は
、
以
前
仮
設
住
宅
で
あ
っ
た
が
、

仮
設
住
宅
が
な
く
な
っ
た
後
、
駐
車
場
が
ア
ス

フ
ァ
ル
ト
と
し
て
残
っ
て
お
り
、
体
育
館
が
使

え
な
い
と
き
に
は
そ
こ
で
練
習
を
し
て
い
た
。

確
か
に
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
敷
で
、
激
し
い
練
習
は

無
理
に
し
て
も
、
シ
ュ
ー
ト
練
習
な
ど
が
で
き

る
よ
う
簡
易
に
な
る
が
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト

を
整
備
す
る
。

一本
会
議
に
お
け
る
討
論
一
学
校
活
動
の

一
部

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
遊
び
心
は
大
切
に
し

た
い
と
思
う
が
、
生
徒
た
ち
が
真
剣
に
ス
ポ
ー

ツ
に
向
き
合
い
日
々
鍛
錬
を
す
る
と
き
、
学
校

教
育
の
在
り
方
と
同
時
に
、
ケ
ガ
な
ど
の
こ
と

を
考
え
、
本
来
の
目
的
に
沿
っ
た
整
備
を
す
べ

き
で
あ
る
。
コ
ー
ト
を
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
で
舗
装

す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
再
考
す
べ
き
と
の
意

見
を
付
し
て
賛
成
す
る
。

〇
一
般
管
理

【質
問
】
会
計
年
度
任
用
職
員
給
与
費
の
、
会

計
年
度
任
用
職
員
の
採
用
状
況
を
伺
う
。

一答
弁
】
臨
時
職
員
や
嘱
託
職
員
と
い
う
概
念

が
改
正
さ
れ
、
正
職
員
と
同
じ
身
分
を
有
す
る

枠
組
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
き
ち
ん
と
仕
事
が
出

来
る
人
材
を
面
接
で
評
価
し
採
用
し
て
い
る
。

【建
設
経
済
分
科
会
】

〇
園
芸
作
物
集
出
荷
団
地
整
備
事
業

【質
問
】
卸
売
市
場
１０
年
間
の
事
業
計
画
の
裏

付
け
と
、
事
業
者
選
定
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
事
業
計
画
は
、
事
業
運
営
予
定
者
が

提
案
し
て
お
り
、
執
行
部
か
ら
は
申
し
上
げ
ら

れ
な
い
。
委
員
会
と
運
営
者
選
定
委
員
会
の
合

議
制
で
決
め
た
。
市
と
し
て
は
、
委
員
会
の
意

見
を
尊
重
す
る
。

【質
問
一
運
営
者
選
定
委
員
会
の
付
帯
意
見
に
、

事
業
計
画
を
早
期
に
達
成
す
る
よ
う
に
と
あ
る

が
、出
来
る
か
ど
う
か
の
担
保
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
付
帯
意
見
は
、
懸
念
が
残
る
部
分
に

つ
い
て
、
意
識
醸
成
を
促
す
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
る
。
今
後
、
個
別
協
議
で
収
支
計
画
に
問

題
が
無
い
か
調
査
追
跡
す
る
。

【質
問
】
運
営
が
行
き
詰
ま
っ
た
時
の
対
応
に

つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
選
定
委
員
会
で
決
定
さ
れ
た
と
い
え
、

運
営
が
苦
し
い
、自辰
業
者
の
為
に
な
ら
な
い
等
、

目
的
か
ら
逸
脱
す
る
場
合
は
、
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

修
正
案
が
提
出
さ
れ
た
が
、
修
正
案
に
反
対

原
案
賛
成
が
多
数
で
、
原
案
通
り
可
決
。

総
務
生
活
常
任
委
員
会

ｏ
南

相

馬

市

小

高

区

復

興

拠

点

施

設

条

例

の

一
部
改

正

に

つ
い

て

【質
問
】
チ
ャ
レ
ン
ジ
オ
フ
ィ
ス
を
多
目
的
室

に
し
た
場
合
の
利
用
す
る
方
々
は
、
ど
の
よ
う

な
内
容
で
利
用
す
る
の
か
伺
う
。

一答
弁
】
サ
ー
ク
ル
活
動
や
カ
ラ
オ
ケ
の
団
体

等
で
あ
る
か
、
今
回
新
し
く
設
け
る
多
目
的
室

に
つ
い
て
は
、
研
修
や
会
議
の
用
途
を
優
先
し

て
運
用
を
図

っ
て
行
く
。

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

ｏ
南
相
馬
市
立
病
院
看
護
職
員
の
令
和

６
年
度
特
殊
勤
務
手
当
の
特
例
に
関

す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

【質
問
】
こ
の
特
殊
勤
務
手
当
が
本
当
に
必
要

だ
と
考
え
て
い
る
の
か
、
と
市
と
し
て
看
護
師

確
保

の
た
め
、
必
要
だ
と

い
う
認
識
が
執
行
部

に
あ
れ
ば

、
提
案

の
思

い
も
伝
わ

っ
て
く
る
が

、

質
疑
答
弁

の
内
容
か
ら
は
、
そ
の
部
分
が
曖
昧

に
感
じ
ら
れ
る
。
明
確

に
看
護
師
確
保

の
た
め

に
は
必
要
と

い
う
思

い
を
伺
う
。

【答
弁

】
説
明
に
余

計
な
部
分
が
多

か

っ
た
と

い
う
こ
と
だ
と
思

っ
て
い
る
。
今

回
提
案
し

て

い
る
手
当

に

つ
い
て
は
、
年
度
途
中

の
離
職
者

防
止
と
し

て
有
効
だ
と
捉
え

て
い
る
。

こ
の
手
当
が

な
い
と
、
年
度
途
中

の
辞
職
者

が
出
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
看
護
体
制
が
非
常

に

危
う
く
な
る
と

い
う
よ
う
な
状
況
で
あ
る
と
捉

え

て
お
り
、
ぜ

ひ
と
も
必
要
と
い
う

つ
も
り

で

提
案
し
て
い
る
。

「改
革
ク
ラ
ブ
Ｌ
思
見
交
換
会
の
こ
案
内

恒
例
と
な
っ
て
い
ま
す
毎
議
会
終
了

後
の
会
派
報
告
会
を
、
左
記
の
と
お
り

実
施
い
た
し
ま
す
。

議
会
の
報
告
と
南
相
馬
市
の
現
状
、

更
に
市
民
の
皆
様
の
意
見

・
要
望
を
お

聞
き
す
る
意
見
交
換
の
場
で
も
あ
り
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に
こ
参
加
く
だ
さ
い
。

つ
し

○
日
　
時

２
月
９
日
０
　
午
後
２
時

○
会
　
場

ひ
ば
り
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

※
マ
ス
ク
の
着
用
に
つ
い
て
は
、
個
人
の

判
断
で
の
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

南
相
馬
市
議
会
会
派

「改
革
ク
ラ
ブ
」
メ
ン
パ
ー
組
分

○

代

　

表

　

　

渡
　
部
　
い
２
か

○

事

務

局

　

小

川

尚

一

〇

会
計
責
任
者
　
　
竹
　
野
　
光
　
雄

○

幹
　
　
事
　
　
　
田
　
中
　
一示
　
子

○

幹
　
　
事
　
　
　
鈴
　
木
　
貞
　
正

―
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物
価
高
騰
と
賃
金
に
つ
い
て

渡
部
　
い
っ
ぶ

な
④
５
４
５
６

【質
問
】
国
内
総
生
産

（Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
の
物
価
動

向
を
示
す
Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ
ー
な
ど
か
ら
、

２
０
２
３
年
度
に
相
次
い
だ
値
上
げ
に
よ
る
物

価
上
昇
は
、
多
く
が
企
業
収
益
と
な
り
、
賃
上

げ
に
は
ほ
と
ん
ど
回
っ
て
お
ら
ず
、
２
０
２
３

年
度
の
デ
フ
レ
ー
タ
ー
は
前
年
度
比
４
．
１
％

上
昇
し
、
伸
び
率
は
比
較
可
能
な
１
９
８
１
年

度
以
降
最
大
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
結

果
の
受
け
止
め
を
伺
う
。

【答
弁
】
Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

伸
び
率
は
比
較
可
能
な
１
９
８
１
年
以
降
最
大

か
つ
プ
ラ
ス
の
値
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
か

ら
、
物
価
が
上
昇
傾
向
に
あ
る
こ
と
。　
一
方

で
、
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
行
っ
た

「食
品
主

要
■
９
５
社
」
価
格
改
定
動
向
調
査
に
よ
る

と
、
２
０
２
５
年
の
累
計
で
３
，
９
３
３
品
目

が
値
上
が
り
す
る
見
込
み
と
な
っ
て
お
り
、
来

年
も
物
価
の
上
昇
が
続
く
中
で
、
賃
金
の
上
昇

を
生
活
面
で
実
感
で
き
る
環
境
に
は
至
っ
て
お

ら
ず
、
デ
フ
レ
脱
却
の
観
点
か
ら
も
物
価
を
上

回
る
賃
上
げ
の
定
着
が
必
要
な
環
境
に
あ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。

【質
問
一
賃
上
げ
し
た
分
を
計
算
を
し
た
と
こ

ろ
、
２
０
２
３
年
度
の
上
昇
分
４
．
１
％
の
う

ち
、
賃
上
げ
要
因
は
０
．
３
％
に
留
ま
り
、
割

合
は
１
割
に
満
た
な
い
。
残
り
は
企
業
収
益
や

固
定
資
産
の
減
少
分
、間
接
税
が
含
ま
れ
る
が
、

大
半
は
企
業
収
益
と
考
え
ら
れ
る
。
加
え
て
、

企
業
の
内
部
留
保
は
６
０
０
兆
円
を
超
え
て
い

る
現
状
の
認
識
を
伺
う
。

【答
弁
】
２
０
２
４
年
の
物
価
上
昇
の
要
因
は
、

原
材
料
費
の
高
騰
が
９
割
を
超
え
、
人
件
費
は

２
６
　
５
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。
市
民
生
活
の

向
上
に
は
企
業
の
労
働
生
産
性
と
、
人
件
費
を

含
め
た
コ
ス
ト
を
適
切
に
価
格
転
嫁
す
る
こ
と

等
、
継
続
し
た
実
質
賃
金
の
増
加
が
必
要
な
状

況
に
あ
る

「園
芸
作
物
集
出
荷
団
地
整
備
事

業
」
に
つ
い
て

小
川
　
尚

一

容
②
ｌ
２
７
８

こ
れ
ま
で
も

「園
芸
作
物
集
出
荷
団
地
整
備

事
業
に
つ
い
て
は
、
疑
義
が
あ
る
と
指
摘
し
て

き
ま
し
た
。
事
業
自
体
は
賛
成
で
あ
る
が
、
間

題
点
に
つ
い
て
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

①
当
初
の
施
設
設
置
に
係
る
費
用
凡
そ
３３
億
円

で
し
た
。
翌
年
に
は
４‐
億
円
に
な
り
、
今
年
度

約
７‐
億
円
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
る
。
予
算
規
模

を
抑
え
て
や
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
の
か
。

②
事
業
費
の
ほ
と
ん
ど
が
国
の
補
助
金

（加
速

化
交
付
金
等
）
の
為
、
運
営
す
る
民
間
企
業
は
、

施
設
の
減
価
償
却
期
間
終
了
後
に
同
じ
も
の
を

残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
毎
年
１
億
以
上
の
積
み
立
て
を
行
う
必
要

が
あ
る
こ
と
。
そ
の
為
に
は
、
「
億
円
以
上
の
利

益
を
毎
年
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、可
能
か
。

③
今
回
１２
月
議
会
の
委
員
会
で
明
ら
か
に
な
っ

た
の
は
、
３
つ
の
施
設
の
運
営
に
関
わ
る
事
業
者

選
定
で
し
た
。
卸
売
市
場
に
つ
い
て
９
名
の
採
点

者
が
お
り
、
「
項
目
に
対
し
て
の
採
点
表
が
明

ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
内

「経
営
基
盤
」
の
施
設

の
管
理
運
営
者
と
し
て
安
定
的
な
財
政
基
盤
が

あ
る
か
の
評
価
で
は
、
Ю
点
満
点
の
内
２‐
劇
洲

２
名
、
５
点
が
６
名
い
た
が
１
名
が
８
点
を
付
け

た
た
め
平
均
は
４
．
７
点
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

「経
営
収
支
」
の
計
画
上
の
設
定
数
値
や
項
目
に

妥
当
性
・実
現
性
が
あ
る
か
で
は
、
Ю
点
満
点
で

２
点
が
３
名
、
５
点
が
５
名
で
平
均
は
４
．
３
と

な
っ
て
い
る
。
以
上
の
結
果
か
ら
し
て
も
卸
売
市

場
の
経
営
は
極
め
て
不
安
で
あ
る
と
し
か
言
い
よ

う
が
な
い
。
更
に
経
営
計
画
書
で
は
１０
年
間
で

売
り
上
げ
は
一
Ｎ
Ｏ
倍
に
な
る
が
人
件
費
は
上
が

ら
な
い
と
い
う
数
値
が
示
さ
れ
、や
っ
と
０

６
％

の
利
益
が
出
る
と
し
て
い
る
。
が
、
こ
の
数
値
か

ら
は
経
営
感
覚
が
見
え
な
い
。
よ
っ
て
私
は
、
委

員
会
に
於
い
て
は
修
正
案
を
提
出
し
ま
し
た
が

否
決
さ
れ
、
本
会
議
に
お
い
て
選
定
さ
れ
た
運
営

者
を
変
え
る
こ
と
を
求
め
て
賛
成
と
し
ま
し
た
。

合
併
し
て
か
ら
２。
年
目
に
入
り

竹
野
　
光
雄

な
０
８
０

５

５

６

８

９

７

５

５

謹
ん
で
新
年
の
こ
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

「田
舎
暮
ら
し
の
本
２
月
号
」
令
和
７
年
版

に
よ
り
、
住
み
た
い
田
舎
ベ
ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ

で
全
国
５

１０
万
人
未
満
の
ま
ち
ラ
ン

キ
ン
グ
総
合
部
門
、
南
相
馬
市
が
全
国
総
合
２

位
に
輝
き
、
東
北
エ
リ
ア
ラ
ン
キ
ン
グ
は
総
合

部
門
１
位
と
な
り
ま
し
た
。
若
者
世
代
や
単
身

者
等
そ
し
て
子
育
て
世
代
か
ら
も
支
援
に
対
し

て
評
価
さ
れ
た
も
の
と
分
析
し
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
選
ば
れ
る
市
そ
し
て
住
ん
で
み
た
い
、

住
ん
で
良
か
っ
た
と
言
わ
れ
る
南
相
馬
市
を
目

指
し
て
行
き
ま
す
。

ド
ッ
グ
ラ
ン
住
宅
近
郊
へ
の
設
置
に
つ
い
て

【質
問
】
現
在
市
で
は
、
北
泉
総
合
公
園
及
び

セ
デ
ツ
テ
か
し
ま
内
に
大
型
犬
、
小
型
犬
対
応

の
ド
ツ
グ
ラ
ン
が
２
ヶ
所
が
あ
る
が
、
遠
方
の

た
め
行
く
の
に
不
便
等
の
声
が
あ
る
。
市
住
宅

近
郊
の
東
ヶ
丘
公
園
や
高
見
町
公
園
近
郊
へ
の

設
置
を
望
む
声
も
あ
る
が
、
今
後
の
計
画
に
つ

い
て
伺
う
。

【答
弁
】
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
、
公
園
に
住

宅
が
隣
接
す
る
場
合
に
は
、
鳴
き
声
等
の
周
辺

環
境
へ
の
心
配
等
も
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
整
備
面
積
や
周
辺
環
境
等
、
今
後
調
査
研

究
し
て
い
く
。

国
道
法
面
の
桜
の
管
理
に
つ
い
て

一質
問
】
国
道
の
桜
の
植
樹
は
、
震
災
後
に
被

災
地
域
に
元
気
と
希
望
を
与
え
る
震
災
・
原
発

事
故
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
末
永
く
維
持
管
理
し

て
、
後
世
に
語
り
継
が
れ
る
目
的
と
し
て
始
っ

た
。
近
年
、
管
理
が
充
分
で
な
い
の
で
は
と
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
る
が
、対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
通
行
等
に
際
し
て
支
障
と
な
る
桜
の

木
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
随
時
磐
城
国
道
事
務

所
へ
情
報
提
供
し
、
適
切
に
管
理
を
実
施
し
て

い
く
よ
う
要
望
し
て
い
く
。

本
市
の
子
ど
も
の
食
育
に
つ
い

て

田
中
　
一只
子

容
０
８
０

１

８

３

４

２

６

０

３

食
育
と
は
、食
べ
る
こ
と
の
意
味
を
理
解
し
、

健
康
的
な
食
生
活
を
実
践
で
き
る
力
を
育
む
こ

と
で
特
に
体
力
の
基
礎
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い

る
。
今
回
は
食
を
営
む
力
を
育
成
す
る
食
育
に

つ
い
て
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

【質
問
】
食
を
通
し
て
生
き
る
力
を
育
む
こ
と

へ
の
、
考
え
方
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
食
育
基
本
法
に
は
、
子
ど
も
た
ち
が

豊
か
な
人
間
性
を
育
み
、
生
き
る
力
を
身
に
つ

け
て
い
く
た
め
に
は
、
「食
」
が
重
要
と
明
記

さ
れ
て
い
る
。
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
社
会
が
連
携
し
、
様
々
な
経
験
を

通
じ
て

「食
」
に
関
す
る
知
識
を
習
得
さ
せ
、

健
全
な
食
生
活
を
実
践
で
き
る
人
間
を
育
て
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

【質
問
】
本
市
の
食
育
が
目
指
す
子
ど
も
像
の

現
状
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
】
学
校
教
育
努
力
事
項
の
中
に
、
食
に

関
す
る
事
項
を
位
置
づ
け
、
各
学
校
と
も

「食

育
」
を
実
践
し
て
い
る
。
ま
た
各
学
校
に
訪
問

し
て
栄
養
教
室
を
実
施
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

る
。
家
庭
と
の
連
携
が
重
要
で
あ
り
、
食
育
広

報
を
発
行
し
、
保
護
者
へ
の
啓
発
活
動
等
も

行
っ
て
い
る
。

【質
問
一
毎
朝
の
食
事
を
取
っ
て
い
る
か
の
調
査

と
、
そ
の
現
状
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

【答
弁
一
令
和
６
年
６
月
の
県
の
調
査
に
よ
る

と

「毎
日
ほ
ぼ
朝
食
を
取
っ
て
い
る
」
が
、
小

学
校
で
９８
　
２
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
中
学
校
で
は

９５
　
９
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
つ
て
お
り
、
本
市
も

ほ
と
ん
ど
違
っ
て
い
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

学
校
給
食
に
有
機
米
を
！

【質
問
】
学
校
給
食
に
有
機
米
を
使
用
す
る
者

え
は
あ
る
か
伺
う
。

【答
弁
】
有
機
米
の
生
産
量
は
少
な
く
、
供
給

が
不
安
定
、
価
格
が
高
い
な
ど
の
課
題
等
が
多

く
、
現
時
点
で
は
難
し
い
と
捉
え
て
い
る
。

農
業
の
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
る

鈴
木
　
貞
正

ａ
⑩
３
５
９
２

私
は
、
２
０
２
５
年
は
日
本
の
農
業
と
農
政

に
と
っ
て
、
と
て
も
大
事
な
節
目
の
年
に
な
る

と
思
っ
い
ま
す
。
ま
た
、
制
定
か
ら
四
半
世
紀

を
経
て
食
料

・
農
業
　
農
村
基
本
法
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
中
期
的
な
農
政
の
指
針
と

な
る
基
本
計
画
を
策
定
す
る
年
に
な
る
か
ら
で

す
。
そ
し
て
、
改
正
基
本
法
の
ポ
イ
ン
ト
は
食

料
安
全
保
障
を
農
政
の
基
本
理
念
に
据
え
た
点

に
集
約
さ
れ
た
こ
と
と
思
う
。
裏
返
し
て
思
う

こ
と
は
、
食
料
安
保
に
懸
念
が
生
じ
た
こ
と
を

示
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

背
景
は
い
く
つ
か
あ
る
と
思
う
。
ま
ず
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦

争
、
あ
る
い
は
気
候
変
動
で
浮
上
し
た
国
際
的

な
サ
プ
ラ
イ
チ
エ
ー
ン
の
寸
断
や
食
料
生
産
そ

の
も
の
の
不
安
定
化
の
懸
念
な
ど
。

さ
ら
に
は
日
本
の
国
力
低
下
に
よ
る
買
い
負

け
の
リ
ス
ク
も
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ま
た
、
法
改
正
後
に
起
き
た
こ
と
で
は
あ
る

が
、
２
０
２
４
年
夏
の
コ
メ
不
足
も
食
料
問
題

へ
の
関
心
を
高
め
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

主
食
で
あ
る
コ
メ
を
今
後
も
安
定
供
給
で
き

る
の
か
あ
る
い
は
コ
メ
政
策
は
大
丈
夫
な
の
か

な
ど
な
ど
の
不
安
が
多
く
の
人
の
頭
に
よ
ぎ
っ

た
よ
う
で
す
。
今
後
は
食
料
安
全
保
障
の
確
保

に
欠
か
せ
な
い
要
素
と
し
て
、
生
産
基
盤
で
あ

る
農
地
と
経
営
体
の
確
保
、
さ
ら
に
は
収
量
の

向
上
だ
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
農
地
の
規
模
拡

大
が
進
ま
な
け
れ
ば
放
棄
さ
れ
る
面
積
も
増
大

す
る
と
も
考
え
て
い
る
。
高
齢
化
が
進
む
農
業

で
す
が
、６。
歳
以
上
の
割
合
が
非
常
に
大
き
い
。

ま
た
、
後
継
者
を
確
保
で
き
ず
に
リ
タ
イ
ア
が

進
む
可
能
性
も
大
き
い
と
も
思
わ
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
日
本
の
農
政
の
課
題
は
、
補
助
金

の
種
類
が
増
え
、
仕
組
み
が
複
雑
に
な
り
す
ぎ

て
農
家
が
安
心
し
て
生
産
に
向
き
合
う
の
も
難

し
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。

り


